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ずっと前の古典アラビア語講読の授業のノートをもとに作ったアラビア語と日本語の対訳です。アラビア

語には母音符号をつけています。 

先生の講義内容は正しかったはずですが、受講者の不注意のため、このノートにはいくつか間違いもあ

るかと思います。ご容赦下さい。 

この冊子は同タイトルのＷｅｂページに、 順次掲載しているものをまとめたものです。 

お気づきの点、ご質問等がございましたら、http://arabiago.jimdo.com のページからご連絡をお願いしま

す。 

 

このⅢでは、イスラーム以前から初期にかけての詩人達の話と、ムハンマド以前の預言者サーリフにつ

いての物語を載せています。 

 

 

 

  

 アムル・ブン・クルスーム、タラファ、イムルウ・ル・カイスはジャーヒリーヤ時代（イスラム以

前）の７つ（あるいは１０）の長詩を集めた詩集『ムアッラカート』の中に選ばれた詩の作者

達です。 

 ムタラッミスはタラファのおじで、やはり、詩人です。 

 ムラッキシュはムファッダル編纂の詩集『ムファッダリーヤート』の中に選ばれた詩人の１人

で、彼の甥が同名でやはり詩人なので、彼はムラッキシュ・アクバル（大きいほうの、年長

のムラッキシュ）と呼ばれています。 

 カイスとルブナーはアラブで良く知られたカップルの中の一つで、このカイスはマジュヌー

ン・ライラ―として特に有名なカイスとは別のカイスですが、彼と同様に想い人ルブナーの

詩を詠んだことで知られています。 

 預言者サーリフは、サウジアラビアの世界遺産の遺跡マダーイン・サーレフ（サーリフ）の名

前に関わる人物です。 
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１．ムラッキシュ（ムラッキシュ・アクバル） 

لُ وَكَانَ مِنْ ٱقَالَ أَبُو عِكْرَمَةَ قَالَ    لْمُفَضَّ

アブーイクラマいわく、ムフ

ァッダルが言った。 

  لشِّعْرَ ٱذَا حَدِيثِ مُرَقِّشٍ وَسَبَبِ قَوْلِهِ ه  

ムラッキシュの話と、彼が

この詩を詠んだ理由は次

の通りである。 

  أَنَّهُ خَطَبَ إِلَى عَمِّهِ عَوْفِ بْنِ مَالِكٍ ٱبْنَتَهُ 

彼はおじのアウフ・ブン・マ

ーリクにその娘アスマー 

  أَسْمَاءَ بِنْتَ عَوْفٍ وَكَانَ قَدْ رُبِّىَ مَعَهَا

・ビント・アウフとの結婚を

申し込んだ。彼は 

  صَغِيرًا

幼いころ彼女と一緒に育て

られていた。 

هُ لَنْ أُزَوِّجَكَهَا حَتَّى تَرْأَسَ فَقَالَ لَهُ    عَمُّ

するとおじは彼に言った。

お前がかしらとなり、 

  لْمُلُوكَ ٱوَتَأْتِىَ 

王達のもとに出入りするよ

うになるまでは結婚させな

い。 

  لِكَ لْبُرَكُ سُمِّىَ بِذ  ٱلَهُ  وَكَانَ عَوْفٌ يُقَالُ 

アウフはブラクと呼ばれて

いた。キダの戦いで 

  يَوْمَ قِضَةَ 

そう呼ばれるようになっ

た。 

  مُرَقِّشٍ أَسْمَاءَ بِنْتَ عَوْفٍ وَكَانَتْ خِطْبَةُ 

ムラッキシュがアスマー・ビ

ント・アウフに求婚したの

は 

  لْيَمَنِ ٱقَبْلَ ٱنْتِقَالِ رَبِيعَةَ مِنَ 

ラビーア部族がイエメンか

ら移住する前であった。 

  لْمَوَاعِيدَ ٱفِيهَا وَكَانَ يَعِدُهُ 

アウフは彼女について

様々な約束を取り決めて

いた。 

  قَالَ فَخَرَجَ مُرَقِّشٌ فَأَتَى مَلِكًا مِنْ مُلُوكِ 

話し手は言った。そこでム

ラッキシュは出て行き、イ

エメンのある王のもとへ 
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  لْيَمَنِ مُمْتَدِحًا لَهُ فَأَنْزَلَهُ وَأَكْرَمَهُ وَحَبَاهُ ٱ

行き、彼を詩でほめた。王

は彼に宿を与え、敬意を表

し、ものを与えた。 

  ثمَُّ إِنَّ عَوْفًا عَمَّ مُرَقِّشٍ أَصَابَتْهُ سَنَةٌ 

そしてムラッキシュのおじ

アウフは飢饉にみまわれ、 

هُ هِ رَجُلٌ فَأَجْدَبَ فَخَطَبَ إِلَيْ    مِنْ مُرَادٍ فَزَوَجَّ

痛手をこうむった。ムラード

部族の男が求婚したので 

بِلِ ٱٱبْنَتَهُ عَلَى مِائَةٍ مِنَ    لِْْ

ラクダ 100 頭をもらい娘を

彼と結婚させた。 

ى بِأَسْمَاءَ عَنْ بَنِى سَعْدِ بْنِ مَالِكٍ    ثمَُّ تَنَحَّ

男はアスマーを連れてサ

アド・ブン・マーリク部族の 

  وَتَرَفَّعَ بِهَا إِلَى بِلََدِهِ 

もとから立ち去り、彼女を

乗せて(＜高くなり）国へ向

かった。 

  ثمَُّ إِنَّ مُرَقِّشًا أَقْبَلَ فَأَشْفَقَ عَلَيْهِ إِخْوَتُهُ 

そしてムラッキシュが戻っ

てきた。彼の兄弟や 

هِ مِنْ أَنْ يُعْلِمُوهُ    بِتَزْوِيجِ ٱبْنَةِ  وَبَنُو عَمِّ

従兄弟達は従妹の結婚を

彼に知らせることを 

  عَمِّهِ 
心配した。 

  وَذَهَبُوا بِهِ فَلَمَّا سَأَلَ عَنْهَا قَالُوا مَاتَتْ 

彼が彼女について尋ねる

と、彼らは死んだと言い、 

  لِكَ كَبْشًا فَأَكَلُواإِلَى قَبْرٍ قَدْ أَخَذُوا قَبْلَ ذ  

彼を墓に連れて行った。そ

れより前に彼らは牡羊を連

れて 

  لَحْمَهُ وَجَعَلُوا عِظَامَهُ فِى ثَوْبٍ وَقَبَرُوهُ 

きて、その肉を食べ、服で

その骨をくるんで埋めてい

たのである。 

  رَ لْقبْ ٱلِكَ مُرَقِّشٌ يَعْتَادُ ذ  فَكَانَ 

ムラッキシュはその墓を何

度も訪れた。 

  فَبَيْنَمَا هُوَ نَائِمٌ عِنْدَهُ ذَاتَ يَوْمٍ إِذِ ٱخْتَصَمَ 

ある日、彼が墓のところで

眠っていると、突然 
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  صَبِيَّانِ مِنْ بَنِى أَخِيهِ فِى كَعْبٍ مَعَهُمَا

彼の甥の少年２人がサイ

コロのことで喧嘩をした。 

  لَّذِى ٱلْكَبْشِ ٱذَا كَعْبُ فَقَالَ أَحَدُهُمَا ه  

１人が言った。これは、殺

して埋めてムラッキシュに

は 

  ذُبِحَ وَدُفِنَ وَقِيلَ لِمُرَقِّشٍ إِنَّهُ قَبْرُ أَسْمَاءَ 

アスマーの墓だと言ってあ

る牡羊のサイコロだ、 

  دَفَعَهُ إِلَىَّ أَبِى 

父さんがぼくにくれたん

だ。 

بْيَانِ حتَّى   فَقَعَدَ مُرَقِّشٌ مَذْعُورًا وَتَأَتَّى لِلصِّ

するとムラッキシュは驚い

て起き直り、子供達の 

  وَكَانَ قَدْ ضَنِىَ ضَنًىلْخَبَرَ ٱأَعْلَمُوهُ  

目の前に現れたので、彼

らはとうとうその話を 

  شَدِيدًا

彼に知らせた。彼は大変

やつれていた。 

  فَجَاءَ فَشَدَّ عَلَى بَعِيرِهِ وَحَمَلَ مَعَهُ مَوْلََةً 

彼は来てラクダに鞍をつ

け、女の解放奴隷と、 

  لَهُ وَزَوْجًا لَهَا مِنْ غُفَيْلَةَ كَانَ عَسِيفًا 

その夫でムラッキシュの雇

い人だったグファイラ部族 

  لِمُرَقِّشٍ 
の者を連れて行った。 

  فَمَرِضَ مَرَضًا لْمُرَادِىِّ ٱوَنَهَضَ فِى طَلَبِ 

彼はそのムラード部族の

者を探すために立ち上が

ったが、 

  شَدِيدًا حَتَّى ٱنْتَهَى إِلَى كَهْفِ خُبَّانَ 

重い病気にかかり、ナジュ

ラーンのふもとの 

  بِأَسْفَلِ نَجْرَانَ وَهِىَ أَرْضُ مُرَادٍ فَأَلْقَيَاهُ 

フッバーンの洞穴に着い

た。そこはムラード部族の 

  لْكَهْفِ ٱفِى 

土地だった。２人は彼を洞

穴に投げ込んだ。 
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  وَقَدْ كَانَ سَعْدُ بْنُ مَالِكٍ وَضَعَ مُرَقِّشًا

(彼の父）サアド・ブン・マー

リクは息子達の中で 

  لَيْهِ عِنْدَ رَجُلٍ وَأَخَاهُ حَرْمَلَةَ أَحَبَّ بَنِيهِ إِ 

一番のお気に入りのムラッ

キシュとその兄弟のハル

マラを 

  لْكِتَابَ ٱلْحِيرَةِ فَعَلَّمَهُمَا ٱمِنْ أَهْلِ 

ヒーラの人に託し、その人

は彼らに書き方を教えてい

た。 

  ذَاه   مْرَأَتِهِ لِٱلْغُفَلِىَّ يَقُولُ ٱفَسَمِعَ مُرَقِّشٌ 

ムラッキシュはグファイラ

部族の男が妻に、この人 

  لْمُقَامُ عَلَيْهِ ٱلْمَوْتِ وَلََ يُمْكِنُنِى ٱفِى 

は死にかけている、私は

世話をすることはできない

と言っているのを聞いた。 

  لِكَ وَصَاحَتْ فَلَمْ يَزَلْ بِهَاعَتْ مِنْ ذ  فَجَزِ 

女はそれを恐れ、叫んだ

が、男は彼女にしつこく言

い続け、 

  حَتَّى نَهَضَتْ مَعَهُ 

遂に女は男と行動を共に

した。 

  ذِهِ وَتَعَمَّدَ مُرَقِّشٌ غَفْلَتَهُمَا فَكَتَبَ مُرَقِّشٌ ه  

ムラッキシュは２人の油断

を狙った。そしてムラッキシ

ュは 

  لْغُفَلِىِّ ٱلَْْبْيَاتَ عَلَى رَحْلِ ٱ

グファイラ部族の男の鞍に

次のような詩句を書いた。 

  فَأَكَلَتْ لَحْمَهُ وَبَعْضَ أَنْفِهِ لسِّبَاعُ ٱهُ وَجَاءَتْ 

 猛獣達が来て彼の肉と

鼻の一部を食べた 

  لْغُفَلِىُّ وَٱمْرَأَتُهُ سَأَلُوهُ عَنْهُ فَقَالَ ٱفَلَمَّا قَدِمَ 

グファイラ部族の男とその

妻は、帰ってきたとき、彼

（ムラッキシュ）について 

  قَدْ مَاتَ 

尋ねられると、彼は死んだ

と言った。 

  ثمَُّ إِنَّ حَرْمَلَةَ نَظَرَ ذَاتَ يَوْمٍ إِلَى رَحْلِ 

ある日ハルマラはグファイ

ラ部族の男の鞍を見た。 

  لَْْبْيَاتَ فَشَدَّدَ عَلَيْهِ وَعَلَىٱلْغُفَلِىِّ فَفَهِمَ ٱ

そしてその詩句を理解し

た。それで男とその妻に 
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  ٱمْرَأَتِهِ فَأَقَرَّا أَنَّهُمَا تَرَكَاهُ عَلَى حَالِ ضَيْعَةٍ 

厳しく迫った。２人は自分

達のこうむった飢えと 

  لْجَهْدِ ٱجُوعِ وَ لْ ٱ لِمَا نَالَهُمَا مِنَ 

苦しみのために、彼を途方

に暮れた状態で見捨てた

ことを白状した。 

  فَقَتَلَهُ  ٱلْغُفَلِىِّ فَوَثَبَ حَرْمَلَةُ عَلَى 

ハルマラはグファイラ部族

の男に飛びかかり、殺し

た。 

  لْكَهْفَ فَسَأَلَهُ ٱلِكَ وَقَدْ كَانَ رَاعٍ يَعْتَادُ ذ  

さてその洞穴に始終出入

りしていた羊飼いがいた。

ムラッキシュは彼に、 

  مُرَقِّشٌ مِمَّنْ هُوَ فَقَالَ رَجُلٌ مِنْ مُرَادٍ 

どこの部族かと尋ねた。 

すると彼は言った。ムラー

ド部族の者で、 

  أَرْعَى عَلَى زَوْجِ أَسْمَاءَ 

アスマーの夫のために羊

の世話をしています。 

  قَالَ فَهَلْ تَرَاهَا

ムラッキシュは言った。彼

女に会えるか？ 

  فَقَالَ هَيْهَاتَ لََ أَرَاهَا أَنَا وَلََ غَيْرِى

羊飼いは言った。とんでも

ない、私もその他の者も彼

女には会えません。 

  فَقَالَ أَمَا لَكَ سَبَبٌ تَصِلُ بِهِ 

：お前には連絡を取る手段

はないのか。 

  فَقَالَ بَلَى تَأْتِينِى خَادِمُهَا كُلَّ لَيْلَةٍ  إِذَا

：いいえ、あります。私が夜

帰ると、彼女の召使が毎

晩、鉢を持って 

  رُحْتُ بِقَعْبٍ فَأَحْلُبُ لَهَا فِيهِ عَنْزًا

やって来て、私がそれにヤ

ギの乳を搾るのです。 

  فَدَفَعَ إِلَيْهِ خَاتَمَهُ وَقَالَ إِذَا حَلَبْتَ فَٱرْمِ 

するとムラッキシュは指輪

を渡して言った。乳を 

  لْقَعْبِ فَإِنَّكَ مُصِيبٌ مَا ٱلْخَاتَمِ فِى ٱبِ 

絞るときに鉢に指輪を投げ

入れてくれ、そうすれば 

  أَصَابَ رَاعٍ مِنْ خَيْرٍ 

羊飼いの得られる相応の

報酬を得るだろう。 
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  لرَّاعِىٱلِكَ فَفَعَلَ ذ  

それで羊飼いはそのように

した。 

  لْخَاتَمُ ٱرَبَهُ ضَرَبَ قَعْبَ لِتَشْ لْ ٱفَلَمَّا أَخَذَتِ 

彼女が飲もうとして鉢を取

ると、前歯に指輪が 

  هُ تْ ظُرَ إِلَيْهِ فَعَرَفَ تَنْ ثنََايَاهَا فَدَعَتْ بِنَارٍ لِ 

当たった。それを見るため

に火を持ってこさせ、 

  لْخَادِمَ فَسَأَلَتْهَا فَقَالَتْ لََ عِلْمَ لِىٱفَدَعَتِ 

それが何かわかると、召使

を呼んで尋ねた。召使は 

  بِهِ 
私は知りませんと言った。 

  فَأَرْسَلَتْ إِلَى زَوْجِهَا وَهُوَ فِى شَرْبٍ 

そこで彼女はナジュラーン

で飲み仲間といた夫 

  بِنَجْرَانَ 
に使いをやった。 

  فَجَاءَ مَذْعُورًا فَقَالَتِ ٱدْعُ رَاعِيَكَ فَٱسْأَلْهُ 

彼は驚いてやって来た。彼

女は言った。あなたの 

تِهِ فَسَأَلَهُ لْ ٱذَا عَنْ ه     خَاتَمِ وَعَنْ قِصَّ

羊飼いを呼んでこの指輪

のこととその話を尋ねて下

さい。そこで彼は尋ねた。 

  إِلَىَّ فَتًى فِى كَهْفِ خُبَّانَ وَهُوَ  فَقَالَ دَفَعَهُ 

羊飼いは言った。フッバー

ンの洞穴にいる若者が 

  دَنِفٌ فِى آخِرِ رَمَقٍ 

私に渡したのです。彼は危

篤で衰弱しています。 

  لْعَجَلَ ٱلْعَجَلَ ٱذَا مُرَقِّشٌ فَقَالَتْ ه  

彼女は言った。これはムラ

ッキシュです。急いで、急

いで！ 

  بَعِيرٍ فَٱنْتَهَىفَرَكِبَ فَرَسَهُ وَحَمَلَهَا عَلَى 

彼は馬に乗り、彼女をラク

ダに乗せて一昼夜の後 

  نْزِلِهَالَيْلَةٍ فَٱحْتَمَلَهُ إِلَى مَ هِ بَعْدَ يَوْمٍ وَ إِلَيْ 

そこに着いた。そして彼を

彼女の家に運んだ。 
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  لْغُفَلِىَّ رَكِبَ فِىٱثمَُّ إِنَّ حَرْمَلَةَ لَمَّا قَتَلَ 

そしてハルマラはグファイ

ラ部族の男を殺すと、馬に

乗り、 

  مَوْضِعَ أَسْمَاءَ طَلَبِ مُرَقِّشٍ حَتَّى أَتَى 

ムラッキシュを探しに来た

が、ついにアスマーのとこ

ろに来た。 

  فَخُبِّرَ أَنَّهُ مَاتَ عِنْدَهَا فَٱنْصَرَفَ وَلَمْ يَرَهَا

そして彼が彼女のもとで死

んだと知らされると、彼女

に会わずに去った。 

لِيَّاتُ مَعَ شَرْحِ  (ٱ)اَلْمُفَضَّ   لَْْنْبَارِىِّ

（出典：アンバーリーによる

注釈付『ムファッダリーヤ

ート』） 

○この話の時に作られた、『ムファッダリーヤート』（詩集）にある彼の詩の一部 

مَا لََ تَعْجَلََ    يَا صَاحِبَىَّ تَلَوَّ

２人の友よ、ゆっくりせよ、

急ぐな 

  لرَّحِيلَ رَهِينُ أَنْ لََ تَعْذُلََ ٱإِنَّ 

旅立ちは非難を免れる保

証である 

طُ سَيِّئًا   فَلَعَلَّ بُطْأَكُمَا يُفَرِّ

おそらく、ゆっくりすること

は、不幸を先に行かせ 

سْرَاعُ سَيْبًا مُقْبِلََ ٱأَوْ يَسْبِقُ    لِْْ

急ぐことは、近づく幸運に

先行するかもしれぬ 

  يَا رَاكِبًا إِمَّا عَرَضْتَ فَبَلِّغَنْ 

馬に乗る人よ、現れるなら

ば伝えてくれ 

  أَنَسَ بْنَ سَعْدٍ إِنْ لَقِيتَ وَحَرْمَلََ 

（私の兄弟の）アナス・ブ

ン・サアドとハルマラに、も

し会ったなら 

كُمَا وَدَرُّ أَبِيكُمَالِل      1 هِ دَرُّ

あなたがた2人と、あなたが

たの父は立派だと 

  2يُقْتَلََ لْغُفَلِىُّ حَتَّى ٱإِنْ أَفْلَتَ 

グファイラ部族の男が殺さ

れぬよう逃げ通せたら 

 はなんと立派なことよ、の意味。非難の場合もある～ لله دَرُّ ~ 1

 の意味が含まれている لا には حتى يقتلا 2
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２．アムル・ブン・クルスーム１ 

  ذَاتَ يَومٍ لِنُدَمَائِهِ  الَ إنَّ عَمْرَو بْنَ هِنْدٍ قَ 

アムル・ブン・ヒンドがある

日飲み仲間に言った。 

  أُمُّهُ لْعَرَبِ تَأَنَفُ ٱهَلْ تَعْلَمُونَ أَحَدًا مِنَ 

その母が私の母への奉仕

を軽蔑するような 

  مِنْ خِدْمَةِ أُمِّى

アラブ人を誰か知っている

か。 

  فَقَالُوا نَعَمْ أُمُّ عَمْرِو بْنِ كُلْثُومٍ 

彼らは言った。アムル・ブ

ン・クルスームの母だ。 

  قَالَ وَلِمَ 

彼は言った。それはなぜ

か。 

  قَالُوا لَِْنَّ أَبَاهَا مُهَلْهِلُ بْنُ رَبِيعَةَ وَعَمَّهَا

彼らは言った。なぜなら彼

女の父はムハルヒル・ブ

ン・ラビーアであり、 

  لْعَرَبِ وَبَعْلَهَا كُلْثُومُ بْنُ ٱكُلَيْبُ وَائِلٍ أَعَزُّ 

おじはクライブ・ワーイルで

アラブで最も権力があり、 

  لْعَرَبِ وَٱبْنَهَا عَمْرٌو وَهُوَ ٱمَالِكٍ أَفْرَسُ 

夫はクルスーム・ブン・マ

ーリクで最も優れた騎士で

あり、 

  سَيِّدُ قَوْمِهِ 

息子はアムルで部族の長

だから。 

  فَأَرْسَلَ عَمْرُو بْنُ هِنْدٍ إِلَى عَمْرِو بْنِ 

そこでアムル・ブン・ヒンド

はアムル・ブン・クルスー

ムに使いを送り、 

  كُلْثُومٍ يَسْتَزِيرُهُ وَيَسْأَلُهُ أَنْ يُزِيرَ أُمَّهُ أُمَّهُ 

自分を訪問するよう求め、

彼の母親に自分の母親を

訪問させるよう求めた。 

  لْحِيرَةِ ٱلْجَزِيرَةِ إِلَى ٱفَأَقْبَلَ عَمْرٌو مِنَ 

アムルはジャジーラからヒ

ーラまで、タグリブ部族を 

  فِى جَمَاعَةِ بَنِى تَغْلِبَ وَأَقْبَلَتْ لَيْلَى بِنْتُ 

率いてやって来た。（母の）

ライラ・ビント・ムハルヒル

は 
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  مُهَلْهِلٍ فِى ظُعُنٍ مِنْ بَنِى تَغْلِبَ 

タグリブ部族の女達のかご

を連れてやって来た。 

  رِبَ فِيمَا ضُ وَاقِهِ فَ رُو بْنُ هِنْدٍ بِرُ وَأَمَرَ عَمْ 

アムル・ブン・ヒンドはテン

トを立てるよう命じ、 

  لْفُرَاتِ ٱلْحِيرَةِ وَ ٱبَيْنَ 

ヒーラとユーフラテス川の

間に立てられた。 

  وَأَرْسَلَ إِلَى وُجُوهِ أَهْلِ مَمْلَكَتِهِ فَحَضَرُوا 

彼は国の顔役達に使いを

送り、彼らは出席した。 

  فِى وُجُوهِ بَنِى  1(لْثُومٍ وَأَتَاهُ عَمْرُو بْنُ كُ )

アムル・ブン・クルスーム

はタグリブ部族の顔役達を

連れて 

 。やって来た  تَغْلِبَ 

  فَدَخَلَ عَمْرُو بْنُ كُلْثُومٍ عَلَى عَمْرِو بْنِ 

アムル・ブン・クルスーム

はテントにいるアムル・ 

  وَاقِهِ وَدَخَلَتْ لَيلَى وَهِنْدٌ فِىهِنْدٍ فِى رُ 

ブン・ヒンドを訪れ、ライラ

とヒンドはそのテントの 

  وَاقِ لرُّ ٱقُبَّةٍ مِنْ جَانِبِ 

近くにある丸テントに入っ

た。 

  بْنِ حُجْرٍ لْقَيْسِ ٱوَكَانَتْ هِنْدٌ عَمَّةَ ٱمْرِئِ 

ヒンドは詩人イムルウ・ル・

カイス・ブン・フジュルの 

  لشَّاعِرِ وَكَانَتْ أُمُّ لَيْلَى بِنْتِ مُهَلْهِلٍ بِنْتَ ٱ

おばであった。ライラ・ビン

ト・ムハルヒルの母は、 

  لَّتِى هِىَ أُمُّ ٱأَخِى فَاطِمَةَ بِنْتِ رَبِيعَةَ 

イムルウ・ル・カイスの母で

あるファーティマ・ビント・ラ

ビーアのめいであった。 

  لنَّسَبُ ٱلْقَيْسِ وَبَيْنَهُمَا هذَا ٱٱمْرِئِ 

彼女ら２人の間にはこのよ

うな関係があった。 

  وَقَدْ كَانَ عَمْرُو بْنُ هِنْدٍ أَمَرَ أُمَّهُ أَنْ 

アムル・ブン・ヒンドはデザ

ートを出させるとき、 
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ىَ    لطُّرَفِ وَتَسْتَخْدِمَ ٱلْخَدَمَ إِذَا دَعَا بِ ٱتنَُحِّ

召使を去らせてライラを使

うように母に命じて 

  لَيْلَى 
おいた。 

  رَفِ ٱلطُّ بِمَائِدَةٍ ثمَُّ دَعَا بِ فَدَعَا عَمْرٌو 

アムルは食卓の用意をさ

せデザートを出すように言

った。 

  لطَّبَقَ ٱلِكَ فَقَالَتْ هِنْدٌ نَاوِلِينِى يَا لَيْلَى ذ  

ヒンドは、ライラよ、あの皿

を私に取ってくれと言っ

た。 

  لْحَاجَةِ إِلَىٱفَقَالَتْ لَيْلَى لِتَقُمْ صَاحِبَةُ 

ライラは言った。用事があ

る人が自分の用事に 

  حَاجَتِهَا 
立つべきです。 

تْ    فَأَعَادَتْ عَلَيْهَا وَأَلَحَّ

しかし、ヒンドは彼女に繰り

返し、しつこく迫った。 

هْ يَا لَتَغْلِبَ    فَصَاحَتْ لَيْلَى وَا ذُلََّ

ライラは叫んだ。何たる屈

辱か、タグリブ部族の人々

よ、助けておくれ。 

  لدَّمُ فِىٱفَسَمِعَهَا عَمْرُو بْنُ كُلْثُومٍ فَثاَرَ 

アムル・ブン・クルスーム

は彼女の声を聞き、顔の 

  عَمْرُو بْنُ هِنْدٍ فَعَرَفَ وَجْهِهِ وَنَظَرَ إِلَيْهِ 

血が騒いだ。アムル・ブン・

ヒンドは彼を見て、その顔

に 

  لشَّرَّ فِى وَجْهِهِ فَوَثَبَ عَمْرُو بْنُ كُلْثُومٍ ٱ

不吉なものを見た。アム

ル・ブン・クルスームはテン

トに 

  وَاقِ لرُّ ٱو بْنِ هِنْدٍ مُعَلَّقٍ بِ إِلَى سَيْفٍ لِعَمْرِ 

かかっていたアムル・ブン・

ヒンドの刀に飛びかかっ

た。 

  لَيْسَ هُنَاكَ سَيْفٌ غَيْرُهُ فَضَرَبَ بِهِ رَأْسَ 

そこにはその他に刀はな

かった。彼はそれで 

  عَمْرِو بْنِ هِنْدٍ وَنَادَى فِى بَنِى تَغْلِبَ 

アムル・ブン・ヒンドの首を

打ち、タグリブ部族に叫ん

だ。 
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  وَاقِ وَسَاقُوا نَجَائِبَهُ لرُّ ٱفَٱنْتَهَبُوا مَا فِى 

すると彼らはテントにあっ

たものを略奪し、優良な家

畜を 

  لْجَزِيرَةِ ٱوَسَارُوا نَحْوَ 

追い立て、ジャジーラの方

へ向かった。 

  لِلِْْصْبَهَانِىِّ ( لَْْغَانِىٱ)كِتَابُ 
（出典：イスバハーニ―著

『詩歌の書』） 

1 カッコ内は他の書（الشعر والشعراء 『詩と詩人たち』）からの引用で補った 

 

３．アムル・ブン・クルスーム２ 

  لْوَفَاةُ وَقَدْ ٱلَمَّا حَضَرَتْ عَمْرَو بْنَ كُلْثُومٍ 

アムル・ブン・クルスーム

の臨終のときのこと、 

  عَلَيْهِ خَمْسُونَ وَمِائَةُ سَنَةٍ جَمَعَ بَنِيهِ أَتَتْ 

それは彼が１５０歳のとき

だったが、息子達を集めて 

  لْعُمْرِ مَا لَمْ ٱفَقَالَ يَا بَنِىَّ قَدْ بَلَغْتُ مِنَ 

言った。我が息子達よ、私

は父祖達の誰も 

  هُ أَحَدٌ مِنْ آبَائِى وَلََ بُدَّ أَنْ يْنْزِلَ بِىيَبْلُغْ 

達しえなかった寿命に達し

たが、彼らにやって来た 

  لْمَوْتِ ٱمَا نزََلَ بهِِمْ مِنَ 

死が私にもやって来ること

は避けられない。 

نِّى وَ    ءٍ إِلََّ ىْ لِله مَا عَيَّرْتُ أَحَدًا بِشَ ٱوَاِ 

神かけて、私が何かのこと

で誰かを罵ったのは 

  نْ كَانَ إِنْ كَانَ حَقًّا فَحَقًّا وَا ِ  عُيِّرْتُ بِمِثْلِهِ 

罵られて同じように返した

とき以外にはない。 

  بَاطِلًَ فَبَاطِلًَ 

正しいことなら正しく、偽り

なら偽りで（返した）。 

  لشَّتْمِ فَإِنَّهُ أَسْلَمُ ٱوَمَنْ سَبَّ سُبَّ فَكُفُّوا عَنِ 

中傷する者は中傷される。

だから悪口はやめよ、その

ほうがお前達にとって 
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  لَكُمْ وَأَحْسِنُوا جِوَارَكُمْ يَحْسُنْ ثنََاؤُكُمْ 

安全だ。隣人に親切にせ

よ、お前達は良い賞賛を

受けるだろう。 

  رَجُلٍ خَيْرٌ يبِ فَرُبَّ رِ لْغَ ٱوَٱمْنَعُوا مِنْ ضَيْمِ 

見知らぬ人への無法をや

めよ。しばしば個人は 

  خَيْرٌ مِن خُلْفٍ  1مِنْ أَلْفٍ وَرَد  

千人より優れ、（しばしば）

拒絶は違約より良い。 

ذَا حُدِّثْتُمْ فَعُوا ذَا حَدَّثْتُمْ فَأَوْجِزُوا 2وَاِ    وَاِ 

話しかけられたときは注意

を払い、話しかけるときは

簡潔にせよ。 

كْثاَرِ تَكُونُ ٱفَإِنَّ مَعَ    هْذَارُ لَْْ ٱلِْْ

何故なら口数が多いと馬

鹿話になるから。 

  لْكَرِّ كَمَا أَنَّ ٱلْعَطُوفُ بَعْدَ ٱلْقَوْمِ ٱوَأَشْجَعُ 

最も勇敢な人は襲撃の

後、情けをかける。また 

  لْقَتْلُ ٱلْمَنَايَا ٱأَكْرَمَ 

最も名誉ある運命は(戦い

で）殺されることだ。 

  لْغَضَبِ ٱمَنْ لََ رَوِيئَةَ لَهُ عِنْدَ يوَلََ خَيْرَ فِ 

怒りに際して何の反省もな

い者、咎められても 

  وَلََ مَنْ إِذَا عُوتِبَ لَمْ يُعْتِبْ 

改めない者に優れたところ

はない。 

  لنَّاسِ مَنْ لََ يُرْجَى خَيْرُهُ وَلََ يُخَافُ ٱمِنَ 

人々の中には、何も良いこ

とを期待されず、悪いこと

を 

  هُ خَيْرٌ مِنْ قُ دَرِّهِ وَعُقُو  رُّهُ فَبَكُؤُهُ خَيْرٌ مِنْ شَ 

怖れられない者がいる。そ

の人の物惜しみは、その

気前よさより良く、 

  بِرِّهِ 

その反抗はその忠義より

良い。 

  وَلََ تَتَزَوَّجُوا فِى حَيِّكُمْ فَإِنَّهُ يُؤَدِّى إِلَى

自分達の部族内で結婚す

るな、それは 

  لْبُغْضِ ٱقَبِيحِ 
醜い憎悪に導くから。 
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  ( ىِّ انِ هَ بَ صْ لِْْ لِ  ىانِ غَ لَْْ ٱ ابُ تَ )كِ 
（出典：イスバハーニ―著

『詩歌の書』） 

１ ( رد  ب  و)ر    と解釈する   

   の命令形(複数) وعى + ف ２

   

４．サーリフの雌ラクダ 

  لُله صَالِحًا نَبِيًّا وَهُوَ غُلََمٌ حَدَثٌ ٱوَبَعَثَ 

神はサーリフを彼がまだ若

い少年のとき、預言者とし

て 

  إِلَى ثَمُودَ عَلَى حِينِ فَتْرَةٍ 

サムード（族）に遣わした。

それは預言者の絶え間の

時であった。 

  كَانَتُ بَيْنَهُ وَبَيْنَ هُودٍ نَحْوٌ مِنْ مِائَةِ سَنَةٍ 

彼と（預言者）フードの間に

はおよそ 100 年の差があ

る。 

  لِله ٱفَدَعَاهُمْ إِلَى 
そして彼は彼らを神の方

へ呼んだ。 

  وَمَلِكُهُمْ فِيهِمْ يَوْمَئِذٍ هُوَ جُنْدَعُ بْنُ عَمْرٍو
当時、彼らには王がいて、

それは前述のように、 

  عَلَى مَا ذَكَرْنَا 
ジュンダウ・ブン・アムルで

あった。 

  فَلَمْ يُجِبْ صَالِحًا مِنْ قَوْمِهِ نَفَرٌ 
人々の誰もサーリフに応じ

なかった。 

يمَانِ ٱرَ صَالِحٌ وَلَمْ يَزْدَدْ قَوْمُهُ مِنَ وَكَبِ    لِْْ
サーリフは成長したが、

人々は信仰からますます 

 。遠ざかるばかりであった  إِلََّ بُعْدًا 

عْذَارُهُ وَوَعْدُهُ    فَلَمَّا تَوَاتَرَ عَلَيْهِمْ إِنْذَارُهُ وَاِ 

彼らの上に、彼の警告や

弁明、約束や威嚇が相次

いで来たとき、 
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ظْهَارَ ٱوَوَعِيدُهُ سَامُوهُ     لْمُعْجِزَاتِ وَاِ 
彼らは彼に奇蹟やしるしを

現すことを強いた。 

  لِيَمْنَعُوهُ مِنْ دُعَائِهِمْ وَيُعْجِزُوهُ  لْعَلََمَاتِ ٱ

彼らへの呼びかけを妨げ、

彼らへの語りかけを無力

にしようと 

 。したのである  عَنْ خِطَابِهِمْ 

  فَحَضَرَ عِيدًا لَهُمْ وَقَدْ أَظْهَرُوا أَوْثاَنَهُمْ 

そして祭の日に彼が彼ら

の前に現れた。彼らは偶

像を開帳していた。 

  لدَّلََلَةَ ٱلْقَوْمُ أَصْحَابَ إِبِلٍ فَسَامُوهُ ٱوَكَانَ 
そこの人々はラクダを所有

していた。それで自分達の 

  مِنْ حَيْثُ أَمْوَالُهُمْ وَطَالَبُوهُ بِمَا هُوَ 
財産にちなんだ証拠を強

いて、自分達の財産と 

 。同様なものを要求した  لَِْمْلََكِهِمْ مُجَانِسٌ 

  مِنْ رَأْيِهِمْ  تِّفَاقٍ ٱلِكَ مِنْ بَعْدِ وَذ  
それは彼らが意見の一致

を見た後のことだった。 

  فَقَالَ لَهُ زَعِيمٌ مِنْ زُعَمَائِهِمْ 
彼らの指導者のうちの、あ

る者が彼に言った。 

  يَا صَالِحُ إِنْ كُنْتَ صَادِقًا فِى قَوْلِكَ 
サーリフよ、あなたの言葉

と、あなたが主についての 

  ذِهِ وَأَنَّكَ مُعَبِّرٌ عَنْ رَبِّكَ فَأَظْهِرْ لَنَا مِنْ ه  
解説者だということにおい

て、真実を語っているなら 

خْرَةِ ٱ   نَاقَةً لصَّ
この岩の中から雌ラクダを

出してみよ。 

  تَكُنْ سَوْدَاءَ عُشَرَاءَ نَتُوجًا حَالِكَةً وَلْ 

しかもそれは黒くて、妊娠

10 か月で、今にも子が生

まれそうで、真っ黒で、 

  رٍ وَشَعْرٍ وَوَبَ  ذَاتَ عُرْفٍ وَنَاصِيَةٍ صُهَابِيَّةً 

栗毛で、たてがみと、額の

髪と、毛と、産毛を持って

いなければならない。 
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كَتِ ٱفَ  خْرَةُ ٱسْتَغَاثَ بِرَبِّهِ فَتَحَرَّ   لصَّ

そこで彼が主に助けを求

めると、その岩が動き、ゆ

らめいて、 

   وَبَدَا مِنْهَا أَنِينٌ وَحَنِينٌ وَتَمَلْمَلَتْ 
中からうめき声とため息が

聞こえた。 

ضٍ شَدْيدٍ ٱثمَُّ    نْصَدَعَتْ مِنْ بَعْدِ تَمَخُّ

そして女性の出産のときの

陣痛のような激しい陣痛の

後 

ضِ   。岩が裂けた  لْوِلََدَةِ ٱلْمَرْأَةِ حِينَ ٱكَتَمَخُّ

  عَلَى مَا وَصَفُواوَظَهَرَ مِنْهَا نَاقَةٌ 
そこから彼らが述べたとお

りの雌ラクダが現れた。 

خْرَةِ سَقْ ٱثمَُّ تَلََهَا مِنَ    هَابٌ لَهَا نَحْوُ لصَّ
そして、それと形状がほと

んど同じ子ラクダが岩の中 

 。から後に続いた  لْوَصْفِ ٱفِى 

  لْمَاءِ ٱوَطَلَبِ  لْكَلَِ ٱفَأَمْعَنَا فِى رَعْىِ 
２頭は熱心に草を食べ、水

と牧場を 

 。求めた  لْمَرْعَىٱوَ 

  لَّذِىٱ مِمَّنْ حَضَرَهُ وَزَعِيمُهُمُ  خَلْقٌ فَآمَنَ 
それでそこにいた人々と、

彼に要求した指導者 

  سَأَلَهُ وَهُوَ جُنْدَعُ بْنُ عَمْرٍو
すなわちジュンダウ・ブン・

アムルは彼を信じた。 

  لنَّاقَةُ يَحْلُبُونَ مِنْ لَبَنِهَا مَا يَعُمُّ ٱوَأَقَامَتِ 

雌ラクダはそのままとどま

り、彼らはラクダからサム

ードの人々 

  لْكَلَِ ٱهُمْ فِى كُلَّهَا وَضَايَقَتْ  1هُ ثَمُودًاشُرْبُ 
すべてが飲むに足るだけ

のミルクを絞ったが、 

  لْمَاءِ ٱوَ 
雌ラクダは草と水のことで

彼らを窮屈にした。 
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  لٍ رَأَتَانِ ذَاتَا حُسْنٍ وَجَمَامْ ٱوَكَانَ فِيهِمِ 
彼らの中に美貌を持った２

人の女がいた。 

  وَهُمَا قُدَارُ بْنُ  وَزَارَهُمَا رَجُلََنِ مِنْ ثَمُودَ 

サムードの２人の男が彼

女らを訪れた。彼らはクダ

ール・ブン・ 

  سَالِفٍ وَمُضْدَعُ بْنُ مَعْرَجٍ 
サーリフとムドゥダウ・ブ

ン・マアラジュであった。 

  لْمَرْأَتَانِ عُنَيْزَةُ بِنْتُ غَنَمٍ وَصَدُوفُ بِنْتُ ٱوَ 

２人の女はウナイザ・ビン

ト・ガナムとサドゥーフ・ビン

ト・ 

 。ムハイヤーであった  لْمُحَيَّا ٱ

  لْيَوْمِ ٱذَا فَقَالَتْ صَدُوفُ لَوْ كَانَ لَنَا فِى ه  
サドゥーフは言った。今

日、私達に水があったら、 

  مَاءٌ لََْسْقَيْنَاكُمَا خَمْرًا 
あなたがた２人にブドウ酒

を飲ませてあげるのに。 

  لْمَاءِ ٱلنَّاقَةِ وَوِرْدِهَا إِلَى ٱذَا يَوْمُ وَه  

今日は雌ラクダの日、それ

が水場に下りていく日だか

ら 

  لشُّرْبِ ٱوَلََ سَبِيلَ لَنَا إِلَى 
私達には飲むすべがな

い。 

  لِله لَوْ أَنَّ لَنَا رِجَالًَ ٱفَقَالَتْ عُنَيْزَةُ بَلْ وَ 

ウナイザが言った。でも、

神かけて、もし男の人がい

たら私達に代わってそれを 

  بِلِ لِْْ ٱلَكَفَوْنَا إِيَّاهَا وَهَلْ هِىَ إِلََّ بَعِيرًا مِنَ 

処理してくれるでしょう。そ

れも１頭のラクダに過ぎな

いではありませんか。 

  فَقَالَ قُدَارٌ يَا صَدُوفُ إِنْ كَفَيْتُكِ أَمْرَ 
クダールが言った。サドゥ

ーフよ、もし私があなたに 

  فَمَا لِى عِنْدَكِ  اقَةِ لنَّ ٱ
代わって雌ラクダのことを

処理したら、何をくれるか。 

  قَالَتْ نَفْسِى وَهَلْ حَائِلٌ دُونَهَا عَنْكَ 

彼女は言った。私自身を。

あなたとラクダの間に妨げ

るものがありますか。 
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  لِكَ لُْْخْرَى صَاحِبَهَا نَحْوَ ذ  ٱوَأَجَابَتِ 
そしてもう１人も相手に同

様のことを答えた。 

  لْخَمْرِ ٱفَقَالََ مِيلََ عَلَيْنَا بِ 
２人の男は言った。我々に

ブドウ酒をつげ。 

  رَ لسُّكْ ٱفَشَرِبَا حَتَّى تَوَسَّطَا 
そして２人は酔いがまわる

まで飲んだ。 

   2سَبْعَةَ رَهْطٍ  سْتَعْوَيَاٱثمَُّ خَرَجَا فَ 
そして２人は出かけて７人

の者をけしかけた。 

  لُله عَنْهُمْ فِىٱلَّذِينَ أَخْبَرَ ٱلتِّسْعَةُ ٱ وَهُمُ 
彼らは神がその書の中

で、「彼らは地において 

  لَْْرْضِ وَلََ ٱكِتَابِهِ أَنَّهُمْ يُفْسِدُونَ فِى 
害をなし、善を行わない 

（コーラン２７章４８節）」と 

 。伝えた９人である  يُصْلِحُونَ 

  لنَّاقَةِ فِى حَالِ صُدُورِهَاٱفَقَصَدُوا طَرِيقَ 
彼らは雌ラクダが（水場か

ら）出てくる道を目指した。 

  لسَّيْفِ فَعَقَرَهَاٱفَضَرَبَ قُدَارٌ عُرْقُوبَهَا بِ 
クダールはラクダのひかが

みを刀で切って倒した。 

  لْْخَرَ ٱلْعُرْقُوبَ ٱفَرَمَى تَّبَعَ فِعْلَهُ مُضْدَعٌ ٱفَ 

ムドゥダウは彼の行為の

後に従って、もう一方のひ

かがみを 

  لنَّاقَةُ لِوَجْهِهَاٱبِسَهْمِهِ فَخَرَّتِ 
矢で射た。雌ラクダはうつ

ぶせに倒れた。 

  قْبُ لسَّ ٱوَجَاءَ قُدَارٌ لِبَتِّهَا فَنَحَرَهَا وَلََذَ 
クダールがラクダを切りに

来て、殺した。子ラクダは 

قُوا لَحْمَ    بِصَخْرةٍ فَلَحِقَهُ بَعْضُهُمْ فَقَتَلَهُ وَفَرَّ

岩に避難したが、彼らのう

ちのある者が追いつき、そ

れを殺した。 

  لنَّاقَةِ ٱ
彼らは雌ラクダの肉を分け

た。 
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  وَوَرَدَ صَالِحٌ فَنَظَرَ إِلَى مَا فَعَلُوهُ فَوَعَدَهُمْ 

サーリフが来て彼らのした

ことを見ると、刑罰が来る

ぞと 

  لَْْرْبِعَاءِ ٱلِكَ فِى يَوْمِ وَكَانَ ذ  لْعَذَابِ ٱبِ 
脅した。それは水曜日のこ

とであった。 

  فَقَالُوا لَهُ مُسْتَهْزِئِينَ يَا صَالِحُ مَتَى يَكُونُ 

彼らはあざ笑って彼に言っ

た。サーリフよ、お前が

我々を脅した、 

  لْعَذَابِ عَنْ رَبِّكَ ٱمَا وَعَدْتَنَا بِهِ مِنَ 
お前の主からの刑罰はい

つあるのか。 

   وَهُوَ  3مُؤْنِسٍ قَالَ تُصْبِحُ وُجُوهُكُمْ يَوْمَ 

サーリフは言った。ムウニ

スの日―それは木曜日の

こと―に 

  لْعَرُوبَةِ مُحْمَرَّةً ٱلْخَمِيسُ مُصْفَرَّةً وَيَوْمَ ٱ
お前たちの顔は黄色くな

り、金曜日には赤くなり、 

  لْعَذَابُ ٱوَيَوْمَ شِيَارٍ مُسْوَدَّةً ثمَُّ يُصْبِحُكُمْ 
土曜日には黒くなり、そし

て日曜日にはお前たちに 

لِ ٱيَوْمَ   。刑罰が下るだろう  لَْْوَّ

(لْجَوْهَرِ لِلْمَسْعُودِىِّ ٱ لذَّهَبِ وَمَعَادِنُ ٱمُرُوجُ )  
（出典：マスウーディー著

『黄金の牧場と宝石の鉱

山』） 

   。は２段変化だが、３段変化のこともある ثمود 1

2  3～10 人の少数の人を表す集合名詞。 

3 以下、古い曜日名が使われている   
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５．ムタラッミスとタラファ 

  نِّى لََْخَافُ لْمُتَلَمِّسُ فَقُلْتُ لِطَرَفَةَ إِ ٱقَالَ 

ムタラッミスいわく、私はタ

ラファに言った。お前を見

る彼（アムル・ブン・ヒンド 

  ذِهِ مَعَ مَا قُلْتَ عَلَيْكَ مِنْ نَظْرَتِهِ إِلَيْكَ ه  

王）のこの目つきから、私

はお前のことが心配だ。ま

たお前が詠んだ詩のこと 

  قَالَ كَلََّ 
もある。彼（タラファ）は言っ

た。そんなことはない。 

  لْمُكَعْبِرِ ٱلَى فَكَتَبَ لَنَا كِتَابًا إِ 

王は私達のためにムカア

ビルに宛てて手紙を書い

た。 

  كُتِبَ وَلَمْ نَرَهُ وَخُتِمَ ولَمْ نَرَهُ 

それは私達に見せずに書

かれ、私達に見せずに封

をされた。 

 。私に１通、タラファに１通  كِتَابٌ  وَلَهُ لِى كِتَابٌ 

  لْمُكَعْبِرُ عَامِلَهُ عَلَى عُمَانَ ٱوَكَانَ 

ムカアビルはオマーンとバ

ハライン（現在のバハレー

ンとは異なる）における 

 。王の代官であった  لْبَحْرَيْنِ ٱوَ 

كَابِ مِنَ ٱفَخَرَجْنَا حَتَّى إِذَا هَبَطْنَا بِذِى    لرِّ
私達は出発した。ナジャフ

のズー・リカーブ（地名）に 

زُ ذَا أَنَ لنَّجَفِ إِ ٱ   ا بِشَيْخٍ عَلَى يَسَارِى يَتَبَرَّ

下った。そのとき私は左の

ほうに、老人が野原に出て

（＝用を足し） 

  لْقَمْلَ ٱوَمَعَهُ كِسْرَةٌ يَأَكُلُهَا وَهُوَ يَقْصَعُ 

パンのかけらを持ってそれ

を食べながら、しらみをつ

ぶしているのを見た。 

  لِله مَا رَأَيْتُ شَيْخًا أَحْمَقَ ٱفَقُلْتُ تَ 
私は言った。神かけて、お

前より愚かで、情けない、 

  ...وَأَقَلَّ عَقْلًَ وَأَضْعَفَ 
理性の乏しい老人を見た

ことがない。・・・ 
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  قَالَ أُدْخِلُ طَيِّبًا وَأُخْرِجُ خَبِيثاً وَأَقْتُلُ عَدُوًّا

彼は言った。私は良いもの

を取り入れ、悪いものを出

し、敵を殺しているのだ。 

  مِينِهِ لَّذِى يَحْمِلُ حَتْفَهُ بِيَ ٱوَأَحْمَقُ مِنِّى 

私より愚かなのは、中に何

があるのか知らないで運

命（死）を 

 。右手に携えている者だ  لََ يَدْرِى مَا فِيهِ 

  قَالَ فَنَبَّهَنِى وَكَأَنَّمَا كُنْتُ نَائِمًا فَإِذَا غُلََمٌ 

ムタラッミスは言った。彼

が私を起こした。私は眠っ

ていたかのようだった。 

  فَقُلْتُ لْحِيرَةِ ٱمِنْ أَهْلِ 

ふと見ると、ヒーラの住人

の男の子がいた。私は言

った。 

  قْرَأْهُ ٱيَا غُلََمُ تَقْرَأُ قَالَ نَعَمْ فَقُلْتُ 

君、字が読めるか？彼は

言った。はい。私は言っ

た。それを読んでくれ。 

  لْمُكَعْبِرِ ٱفَإِذَا فِيهِ مِنْ عَمْرِو بْنِ هِنْدٍ إِلَى 

何とそこにはこう書いてあ

った。アムル・ブン・ヒンドよ

り、ムカアビルへ 

  لْمُتَلَمِّسِ ٱذَا مَعَ إِذَا جَاءَكَ كِتَابِى ه  
この手紙がムタラッミスと

共に届いたら、 

  دْفِنْهُ حَيًّاٱهِ وَ يَدَيْهِ وَرِجْلَيْ قْطَعْ ٱفَ 
彼の両手両足を切断し、

生き埋めにせよ。 

حِيفَةَ فِى ٱفَأَلْقَيْتُ     لنَّهْرِ ٱلصَّ
私はその文書を川に投げ

込んだ。 

  لِكَ حَيْثُ أَقُولُ فَذ  
それに関して私はこう詠ん

でいる。 

  جَنْبِ كَافِرٍ لثِّنْىِ مِنْ ٱوَأَلْقَيْتُهَا بِ  
私はそれを投げ捨てた 

大河のほとりの曲がり角に 

  لْبَيْتَيْنِ ٱ
云々という２行の詩であ

る。 

  وَقُلْتُ يَا طَرَفَةُ مَعَكَ مِثْلُهَا 
私は言った。タラファよ、お

前にも同様のものがある。 



２３ 

 

  لِكَ فِى عَقْرِ قَالَ كَلََّ مَا كَانَ لِيَفْعَلَ ذ  

彼は言った。そんなことは

ない、王は私の屋敷の母

屋で（私のなわばりで） 

  دَارِى
そんなことをするような人

ではない。 

  لْمُكَعْبِرَ فَقَطَعَ يَدَيْهِ وَرِجْلَيْهِ ٱقَالَ فَأَتَى 

ムタラッミスは言った。そし

てタラファはムカアビルの

ところへ行った。ムカアビ 

  وَدَفَنَهُ حَيًّا
ルは彼の両手両足を切断

し生き埋めにした。 

  لَْْغَانِى(ٱ)كِتَابُ 

（出典：『詩歌の書』但しこ

の部分はイスバハーニー

の手によるものではないら 

  

しく、版によっては入ってい

ない） 

 

   

６．ダーラト・ジュルジュルの日（イムルウ・ル・カイスのムアッラカ詩に出てくる） 

  لْفَرَزْدَقَ قَالَ ٱلِله إِنَّ ٱوَقَالَ عَبْدُ 

アブドゥッラーいわく、ファ

ラズダクが次のように言っ

た。 

  لْبَصْرَةِ جَوْدٌ ٱمَطَرٌ بِ أَصَابَنَا 
バスラに大変豊かな雨が

降った。 

  فَلَمَّا أَصْبَحْتُ غَدَوْتُ رَكِبْتُ بَغْلَةً 
私は朝になるとラバに乗っ

て行き、 

  لْمِرْبَدِ ٱنَحْوَ وَخَرَجْتُ 
ミルバドのほうへ出かけ

た。 

  قَدْ خَرَجْنَ إِلَى نَاحِيَةِ  فَإِذَا بِآثاَرِ دَوَابَّ 
見ると獣の足跡が沙漠の

ほうに向かって 

يَّةِ ٱ   。出ていた  لْبَرِّ
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  1فَظَنَنْتُ أَنَّهُمْ خَرَجُوا يَتَنَزَّهُونَ وَهُمْ خُلَقَاءُ 
それで私は人々が遠乗り

に出かけ、当然弁当と 

  أَنْ تَكُونَ مَعَهُمْ سُفْرَةٌ وَشَرَابٌ 
飲み物を持って行ったと思

った。 

  نْتَهَيْتُ إِلَى بِغَالٍ ٱتَّبَعْتُ آثاَرَهُمْ حَتَّى ٱفَ 
私は足跡をたどった。する

と、池のそばにとめられた 

  عَلَيْهَا رَحَائِلُ مَوْقَوفَةٍ عَلَى غَدِيرٍ 
鞍を置いたラバ達のところ

にたどり着いた。 

  لْغَدِيرِ فَأَشْرَفْتُ ٱلْمَسِيرَ إِلَى ٱفَأَسْرَعْتُ 
私は急いで池の方に進

み、見下ろした。 

  فَقُلْتُ  لْمَاءِ ٱفَإِذَا فِيهِ نِسْوَةٌ مُسْتَنْقِعَاتٌ فِى 

すると女達が水につかって

いた。私は言った。 

私は今日のような日を決し 

  لْيَوْمِ قَطُّ وَلََ يَوْمِ دَارَةِ جُلْجُلٍ ٱلَمْ أَرَ كَ 

て見たことがないし、ダー

ラト・ジュルジュルのような

日も見たことがない。 

  نْصَرَفْتُ فَنَادَيْنَنِى ٱقَالَ ثمَُّ 

彼は言った。そして私は立

ち去った。すると彼女たち

が私を呼んだ。 

  كَ عَنْ شَىْءٍ رْجِعْ نَسْأَلْ ٱلْبَغْلَةِ ٱيَا صَاحِبَ 

ラバの主よ、お戻り下さ

い、尋ねたいことがありま

す。 

  إِلَى لْمَاءِ ٱنْصَرَفْتُ إِلَيْهِنَّ وَقَعَدْنَ فِى ٱفَ 
私は彼女達のところへ行っ

た。彼女達はのどまで水に 

 。入って座った  حُلُوقِهِنَّ 

  إِلََّ حَدَّثْتَنَا حَدِيثَ يَوْمِ لَله ٱكَ ثمَُّ قُلْنَ نَسْأَلُ 
そして彼女達は言った。神

かけてお願いします、ダー 

  دَارَةِ جُلْجُلٍ 
ラト・ジュルジュルの日の

話をして下さいませんか。 

  قَالَ فَأَخْبَرْتُهُنَّ كَمَا كَانَ 

彼は言った。それで私が彼

女達に、あったことを話し

た。 
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  لِله بْنُ رَأْلََنَ قُلْتُ يَا أَبَا فِرَاسٍ ٱقَالَ عَبْدُ 

アブドッラー・ブン・ラアラー

ンいわく、私は言った。 

アブー・フィラース（ファラズ 

  وَكَيْفَ كَانَ حَدِيثُ يَوْمِ دَارَةِ جُلْجُلٍ 

ダクのこと）よ、ダーラト・ジ

ュルジュルの日の話はど

のようなものだったのか。 

  قَالَ حَدَّثنَِى جَدِّى وَأَنَا يَوْمَئِذٍ غُلََمٌ حَافِظٌ 

彼は言った。私の祖父が

私に話してくれたのだが、

そのとき 

  لِمَا أَسْمَعُ 

私は聞いたことを覚える子

供だった。その話はこうで

ある。 

  بْنَةِ عَمِّهِ لِٱلْقَيْسِ كَانَ عَاشِقًا ٱمْرَأَ ٱأَنَّ 
イムルウ・ル・カイスはウナ

イザと言われる従姉妹に 

  يُقَالُ لَهَا عُنَيْزَةُ وَأَنَّهُ طَلَبَهَا زَمَانًا فَلَمْ 
恋をしていて、長い間彼女

を求めたが、 

 。近づけなかった  إِلَيْهَايَصِلْ 

  لْغِرَّةِ مِنْ أَهْلِهِ فَلَمْ ٱفَكَانَ مُحْتَالًَ لِطَلَبِ 

彼は家族の油断をうかが

う工夫をしていたが、それ

は 

  لْغَدِيرِ وَهُوَ ٱلِكَ حَتَّى كَانَ يَوْمُ يُمْكِنْهُ ذ  

できなかった。池の日、す

なわちダーラト・ジュルジュ

ル 

  جُلْجُلٍ  يَوْمُ دَارَةِ 
の日が来るまでは。（ダー

ラト・ジュルジュルは地名） 

  لرِّجَالُ ٱرْتَحَلُوا فَتَقَدَّمَ ٱلْحَىَّ ٱلِكَ أَنَّ وَذ  

それはこういうことである。

部族の者が出発すること

になり、男達が先に行き、 

  لْعُسَفَاءُ وَهُمْ ٱلْعَبِيدُ وَ ٱلنِّسَاءُ وَ ٱوَخَلَفُوا 

女達、奴隷達、雇人達―

単数形 عسفاء  ―عسيف 

 。と荷物は後に行った  لثَّقَلُ ٱجَرَاءُ وَاحِدُهُمْ عَسِيفٌ وَ لُْْ ٱ

  لْقَيْسِ تَخَلَّفَ بَعْدَ ٱمْرُؤُ ٱلِكَ فَلَمَّا رَأَى ذ  

イムルウ・ル・カイスはそれ

を見て、仲間から、矢の届

く距離、離れて 
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  لَْْرْضِ ٱمِنَ  غَلْوَةً فَكَمَنَ فِى غَيَابَةٍ  قَوْمِهِ 

後から行った。そして土地

のくぼみで待ち伏せをし

た。 

  لنِّسَاءُ ٱحَتَّى مَرَّ بِهِ 
やがて女達が通りかかっ

た。 

  فَإِذَا فَتَيَاتٌ فِيهِنَّ عُنَيْزَةُ 
娘達が来て、その中には

ウナイザもいた。 

  ذَاقُلْنَ لَوْ نَزَلْنَا فِى ه  لْغَدِيرَ ٱفَلَمَّا رَأَيْنَ 
彼女らは池を見ると言っ

た。この池に下りて、 

  ٱلْغَدِيرِ وَٱغْتَسَلْنَا لِيَذْهَبَ عَنَّا بَعْضُ 
幾分でも疲れをとるよう

に、体を洗ったら 

 。どうでしょう  ٱلْكَلََلِ 

  فْعَلْنَ ٱقَالَتْ إِحْدَاهُنَّ فَ 
1 人が言った。そうしなさい

（そうしましょう）。 

يْنَ ٱفَعَدَلْنَ إِلَى    لْعَبِيدَ ٱلْغَدِيرِ فَنَزَلْنَ وَنَحَّ
そして彼女らは池のほうへ

道をそれ、下りて、奴隷達 

 。を遠ざけて、池に入った  لْغَدِيرَ ٱعَنْهُنَّ وَدَخَلْنَ 

  لْقَيْسِ مُخَاتِلًَ وَهُنَّ غَوَافِلُ ٱمْرُؤُ ٱهُنَّ فَأَتَا

イムルウ・ル・カイスは彼

女らが油断しているとき、

こっそり近づき、 

  لْغَدِيرِ ثمَُّ جَمَعَهَاٱفَأَخَذَ ثِيَابَهُنَّ وَهُنَّ فِى 

彼女らが池にいる間に彼

女らの着物を取り、それら

を集めて 

 。その上に座った  وَقَعَدَ عَلَيْهَا

  لِله لََ أُعْطِى جَارِيَةً مِنْكُنَّ ثَوْبَهَاٱوَقَالَ وَ 

そして言った。神に誓っ

て、あなたがたのどの娘に

も着物を渡さない、 

  للَّيْلِ ٱلْغَدِيرِ إِلَى ٱوَلَوْ ظَلَّتْ فِى 
たとえ夜になるまでそのま

ま池にいたとしても、 
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دَةً فَتَكُونَ هِىَ  حَتَّى   تَخْرُجَ كَمَا هِىَ مُتَجَرِّ
裸のまま出てきて、本人が

着物を 

 。受け取るまでは  ذُ ثَوْبَهَا لَّتِى تَأْخُ ٱ

  لنَّهَارُ ٱرْتَفَعَ ٱلِكَ عَلَيْهِ حَتَّى فَأَبَيْنَ ذ  
彼女らはそれを拒んだが、

とうとう日が高くなり、 

رْنَ دُونَ    لَّذِىٱلْمَنْزِلِ ٱفَخَشِينَ أَنْ يُقَصِّ
目的の宿泊所に達しない

ことを 

 。怖れた  نَهُ يُرِدْ 

  فَخَرَجَتْ إِحْدَاهُنَّ فَوَضَعَ لَهَا ثَوْبَهَا نَاحِيَةً 

それで彼女らの 1人が出

てきた。彼はかたわらに着

物を置いてやった。 

  فَمَشَتْ إِلَيْهِ فَأَخَذَتْهُ وَلَبِسَتْهُ 
彼女はそこへ歩いて行き、

それを取って、着た。 

  لِكَ حَتَّى بَقِيَتْ عُنَيْزَةُ ثمَُّ تَتَابَعْنَ عَلَى ذ  

それから彼女らは次々と

後へ続き、ウナイザが残っ

た。 

  لَله تَعَالَى أَنْ يَضَعَ لَهَا ثَوْبَهَاٱفَنَاشَدَتْهُ 

彼女は、いと高き神に誓っ

て、着物を置いてくれるよ

う、彼に頼んだ。 

  لِله لََ تَمَسِّينَهُ دُونَ أَنْ تَخْرُجِىٱفَقَالَ لََ وَ 

しかし彼は言った、いや、

神に誓って、彼女らが出て

きたように 

  عُرْيَانَةً كَمَا خَرَجْنَ 
裸で出てこなければ、それ

にさわれない。 

  لَيْهَا مُقْبِلَةً وَمُدْبِرَةً فَخَرَجَتْ وَنَظَرَ إِ 

それで彼女は出てきた。彼

は彼女の一進一退を見て

いた。 

  فَوَضَعَ لَهَا ثَوْبَهَا فَأَخَذَتْهُ فَلَبِسَتْهُ 

そして着物を置いてやり、

彼女はそれを取って、着

た。 

   لْنَ لَهُ لنِّسْوَةُ عَلَيْهِ فَقُ ٱفَأَقْبَلَ 
女達は彼に近づき、言っ

た。 
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  عْتَنَاوَجَوَّ نَا غَدِّنَا فَقَدْ حَبَسْتَ 

私達に食べさせて下さい、

あなたが私達を足止めし、

空腹にさせたのだから。 

  فَقَالَ إِنْ نَحَرْتُ لَكُنَّ نَاقَتِى تَأْكُلْنَ مِنْهَا

彼は言った。あなたがたの

ために、私のラクダを殺し

たら、それを食べるか。 

 。彼女らは言った。ええ  لْنَ نَعَمْ فَقُ 

  خْتَرَطَ سَيْفَهُ فَعَرْقَبَهَا ثمَُّ كَشَطَهَا ٱفَ 

彼は刀を抜き、ラクダのひ

かがみを切って倒し、皮を

はいだ。 

جَ نَارًاٱوَجَمَعَ    لْخَدَمُ حَطَبًا كَثِيرًا فَأَجَّ
召使達が多くのたきぎを集

め、大きな火を 

 。燃やした  عَظِيمَةً 

  فَجَعَلَ يَقْطَعُ لَهُنَّ مِنْ كَبِدِهَا وَسَنَامِهَا

彼はラクダの肝臓やコブや

おいしい部分を彼女らのた

めに切り取り、 

  وَهُنَّ يَأْكُلْنَ لْجَمْرِ ٱوَأَطَايِبِهَا فَيَرْمِيهِ عَلَى 
それを炭火の上に投げ、

彼女らはそれを食べ、 

  مِنْ فَضْلَةٍ كَانَتْ مَعَهُ فِى مِنْهُ وَيَشْرَبْنَ 
彼の小さい皮袋に残って

いたブドウ酒を 

 。飲んだ  زُكْرَةٍ لَهُ 

  لْكَبَابِ ٱلْعَبِيدِ مِنَ ٱفَيُغَنِّيهِنَّ وَيَنْبِذُ إِلَى 
彼は彼女らに歌を歌い、奴

隷達にも焼き肉を投げた。 

  نَ وَطَرِبُواوَطَرِبْ ى شَبِعْنَ وَشَبِعُوا حَتَّ 
やがて、彼女らも彼らも満

足して楽しんだ。 

  رْتَحَلُوا قَالَتْ إِحْدَاهُنَّ أَنَا أَحْمِلُ ٱفَلَمَّا 
彼らが出発するとき、彼女

らの 1人が言った。私は 

  حَشِيَّتَهُ وَأَنْسَاعَهُ 
彼のしとねとラクダの帯を

運びましょう。 
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  لُْْخْرَى أَنَا أَحْمِلُ طُنْفُسَتَهُ ٱوَقَالَتِ 
別の女性が言った。私は

彼の敷物を運びましょう。 

  فَتَقَسَّمْنَ مَتَاعَ رَاحِلَتِهِ بَيْنَهُنَّ وَزَادَهُ 

彼女らは彼のラクダの荷

物と食料を分配して運ん

だ。 

  شَيْئًا *تْ عُنَيْزَةُ لَمْ يَحْمِلْهَافَبَقِيَ 
ウナイザは何も運ばずに

残った。 

  لْقَيْسِ ٱمْرُؤُ ٱ فَقَالَ لَهَا
イムルウ・ル・カイスは彼

女に言った。 

  لْكِرَامِ لَيْسَ لَكِ بُدٌّ مِنْ أَنْ ٱيَا بِنْتَ 
貴族の娘よ、あなたはどう

しても私を 

 。運ばねばならない  تَحْمِلِينِى مَعَكِ 

دْهُ ٱفَإِنِّى لََ أُطِيقُ    لْمَشْىَ وَلَمْ أَتَعَوَّ

なぜなら私は歩くことはで

きないし、慣れてもいない

から。 

  يلُ إِلَيْهَافَحَمَلَتْهُ عَلَى بَعِيرِهَا فَكَانَ يَمِ 
そこで彼女は彼を自分の

ラクダに乗せた。彼は彼女 

  وَيُقَبِّلُهَاوَيُدْخِلُ رَأْسَهُ فِى خِدْرِهَا 

のほうへ傾き、カーテンの

中に頭を入れて彼女にキ

スした。 

  فَإِذَا مَالَ هَوْدَجُهَا قَالَتْ 
彼女はラクダかごが傾い

たとき、言った。 

  لْقَيْسِ قَدْ عَقَرْتَ بَعِيرِىٱمْرَأَ ٱيَا 

イムルウ・ル・カイスよ、あ

なたは私のラクダを殺した

ようなものだ。 

  لْجَاهِلِيَّةِ ٱلطِّوَالِ ٱلسَّبْعِ ٱلْقَصَائِدِ ٱ )شَرْحُ 
（出典：アンバーリーによる

ジャーヒリーヤ時代の 

(لِلَْنْبَارِ    。原文のまま *تحملها    の誤りかもしれません ىِّ
7 つの長詩の注釈） 

 

~خَلٱيق  أنَْ  の複数形 خَليق   1  当然～する 
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７．イムルウ・ル・カイス１ 

 ○１～５までは『詩歌の書』のイムルウ・ル・カイスの項から、彼の父フジュルの死にまつわる様々な話

の部分です。実際には１～５までは続けて書かれていますが、ここでは伝承ごとに区切りました。 

  لْهَيْثَمُ بْنُ عَدِى  ٱوَذَكَرَ 
ハイサム・ブン・アディーが

言った。 

  سْتَجَارَ عُوَيْرَ بْنَ شِجْنَةَ ٱأَنَّ حُجْرًا لَمَّا 

フジュル（イムルウ・ル・カ

イスの父）はウワイル・ブ

ン・シジュナに自分の娘と 

لَ عَنْهُمْ لِ    بِنْتِهِ وَقَطِينِهِ تَحَوَّ
従者の保護を求めた後、

彼らを残して出発した。 

  أَسَدٍ وَجَمَعَ لِبَنِى فَأَقَامَ فِى قَوْمِهِ مُدَّةً 
彼は部族を率いてしばらく

とどまり、アサド部族に 

  جَمْعًا عَظِيمًا مِنْ قَوْمِهِ 
対して自分の部族から大

軍を集めた。 

  لْجُنُودِ ٱوَأَقْبَلَ مُدِلًَّ بِمَنْ مَعَهُ مِنَ 
そして彼と共にいた軍隊を

率いて威風堂々と進んだ。 

  فَتَآمَرَتْ بَنُو أَسَدٍ بَيْنَهَا 
アサド部族は自分達の間

で相談し合った。 

  ذَا لَيَحْكُمَنَّ ه   1لِله لَئِنْ قَهَرَكُمْ ٱوَقَالُوا وَ 
彼らは言った。神かけて、

この男が我々を征服したら 

بِىِّ ٱعَلَيْكُمْ حُكْمَ    لصَّ
子供のように（気まぐれに）

支配するだろう。 

  فَمَا خَيْرُ عَيْشٍ يَكُونُ بَعْدَ قَهْرٍ وَأَنْتُمْ 

（彼の）征服の後で、良い

生活とは一体どんなもの

だろう（ないであろう）。 

  لْعَرَبِ فَمُوتُوا كِرَامًاٱلِله أَشَدُّ ٱبِحَمْدِ 

神のおかげで我々は最も

強いアラブ人なのに。 

だから、潔く死のう。 

  رْتَحَلَ نَحْوَهُمْ ٱفَسَارُوا إِلَى حُجْرٍ وَقَدِ 

そして彼らはフジュルに向

かって進んだ。彼は既に彼

らのほうへ出発していた。 
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  وا قِتَالًَ شَدِيدًاقْتَتَلُ ٱفَلَقُوهُ فَ 
彼らは彼と会い、激しい戦

いをした。 

  لْحَارِثِ ٱكَانَ صَاحِبُ أَمْرِهِمْ عِلْبَاءَ بْنَ 
彼らの事の中心人物はイ

ルバー・ブン・ハーリスで、 

  حُجْرٍ فَطَعَنَهُ فَقَتَلَهُ  ىفَحَمَلَ عَلَ 
彼はフジュルを攻撃し、槍

で突き、殺した。 

  لْقَيْسِ ٱمْرُؤُ ٱنْهَزَمَتْ كِنْدَةُ وَفِيهِمْ يَوْمَئِذٍ ٱوَ 

（フジュルの）キンダ部族

は敗走した。その日彼らの

中にイムルウ・ル・カイスも 

  فَهَرَبَ عَلَى فَرَسٍ لَهُ شَقْرَاءَ وَأَعْجَزَهُمْ 

いたが、栗毛の馬に乗って

逃げ、アサドの人々は彼を

捕えられなかった。 

  يْتِهِ رِجَالًَ وَقَتَلُواوَأَسَرُوا مِنْ أَهْلِ بَ 
彼らは彼の家の人々の何

人かを捕え、殺し、 

  لْغَنَائِمِ وَأَخَذُوا جَوَارِىَ ٱمِنَ  مْ هُ وَمَلَُوا أَيْدِيَ 
自分達の手を分捕り品で

満たし、フジュルの腰元や 

  حُجْرٍ وَنِسَاءَهُ وَمَا كَانَ مَعَهُ مِنْ شَىْءٍ 
妻達や彼の所持品を取

り、自分達の間で 

  。それを分配した  قْتَسَمُوهُ بَيْنَهُمْ ٱفَ 

1 ２人称複数形の代名詞が使われているが、自分達のことを言っている。 

   

８．イムルウ・ル・カイス２ 

  لسِّكِّيتِ حَدَّثنَِى خَالِدٌ ٱوَقَالَ يَعْقُوبُ بْنُ 

ヤアクーブ・ブン・スィッキ

ートが言うには、ハーリド・

キラービーが 

  قَتْلِ حُجْرٍ أَنَّهُ  1لْكِلََبِىُّ قَالَ كَانَ سَبَبَ ٱ

私に語って言った。フジュ

ルが殺された理由は次の

ことであった。 
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  لْحَارِثِ بْنِ عَمْرٍوٱكَانَ وَفَدَ إِلَى أَبِيهِ 

彼は、病床の自分の父ハ

ーリス・ブン・アムルのもと

に来ていた。 

  لَّذِى مَاتَ فِيهِ وَأَقَامَ عِنْدَهُ ٱفِى مَرَضِهِ 

―その病気でハーリスは

死んだ―そして父が死ぬ

まで 

  حَتَّى هَلَكَ ثمَُّ أَقْبَلَ رَاجِعًا إلَى بَنِى أَسَدٍ 

そのもとに滞在していた。

それからアサド部族のほう

へ帰って行った。 

  وَأَسَاءَ  لنِّسَاءِ ٱوَقَدْ كَانَ أَغَارَ عَلَيْهِمْ فِى 
フジュルは女達のことで彼

らを襲撃していた。そして、 

  وِلََيَتَهُمْ 
彼らをひどいやりかたで支

配していた。 

  نَزْلَهُ  أُ ضَ ثقَْلِهِ أَمَامَهُ وَيُهَيِّ وَكَانَ يُقَدِّمُ بَعْ 

彼はいつも荷物の一部を

彼の前に先発させて、宿

泊の 

لُهُ يَجِىءُ وَقَدْ هِىءَ لَهُ مِنْ ذ  ثمَُّ    لِكَ مَا يُعَجِّ
準備をし、急ぎのことが用

意されてから来て、 

  لِكَ إِلَى مَا بَيْنَ يَدَيْهِ فَيَنْزِلُ وَيُقَدِّمُ مِثْلَ ذ  
泊まった。前方の宿泊地に

も同じようなものを 

  لْمَنْزِلَةِ ٱبُ لَهُ فِى فَيَضرِ لْمَنَازِلِ ٱمِنَ 
先発させ、別の宿泊地に

テントを 

 。立てていた  خْرَىلُْْ ٱ

  فَلَمَّا دَنَا مِنْ بِلََدِ بَنِى أَسَدٍ وَقَدْ بَلَغَهُمْ 

フジュルがアサド部族の国

に近づいたとき、彼らには

彼の父の死の知らせが 

  بِيهِ طَمِعُوا فِيهِ مَوْتُ أَ 

伝わっていたので、彼らは

フジュルを打ち破りたいと

思った。 

  تَمَعَتْ بَنُوجْ ٱفَلَمَّا أَظَلَّهُمْ وَضُرِبَتْ قِبَابُهُ 

フジュルが彼らを影に入れ

（＝近づき）、彼の丸テント

が立てられたとき、アサド 

  بْنِ خَدَّانٍ  أَسَدٍ إِلَى نَوْفَلِ بْنِ رَبِيعَةَ 

部族は、ナウファル・ブン・

ラビーア・ブン・ハッダーン

のもとに集まった。 
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  لرَّجُلَ ٱذَا فَقَالَ يَا بَنِى أَسَدٍ مَنْ يَتَلَقَّى ه  

ナウファルは言った。アサ

ドの人々よ、あなたがたの

うちで誰が、 

  ى قَدْ أَجْمَعْتُ عَلَىهُ فَإِنِّ مِنْكُمْ فَنَقْتَطِعَ 

この男を迎え撃つか？そう

すれば我々は彼と縁が切

れる。私は彼を殺す 

 。決意をした  لْفَتْكِ بِهِ ٱ

  لِكَ أَحَدٌ غَيْرَكَ لْقَوْمُ مَا لِذ  ٱفَقَالَ لَهُ 

人々は彼に言った。それを

するのはあなた以外に 

誰もいない。 

  فَخَرَجَ نَوْفَلٌ فِى خَيْلِهِ عَلَى وَجْهَيْنِ مِنْ 

ナウファルは彼の部族の

（父方母方）二つの面から

の騎馬隊を率いて 

  لثَّقْلِ ٱقَوْمِهِ حَتَّى أَغَارَ عَلَى 
出発し、（フジュルの）荷物

を襲撃した。 

  لثَّقْلَ وَأَصَابَ ٱفَقَتَلَ مَنْ وَجَدَ فِيهِ وَسَاقَ 

そしてそこにいた者を殺

し、荷物（を載せたラクダ）

を追い立て、 

  جَارِيَتَيْنِ قَيْنَتَيْنِ لِحُجْرٍ 
フジュルの腰元である歌姫

を２人手に入れた。 

  مْ بِهِ عَرَفُوا أَنَّ فَلَمَّا رَأَوْا مَا قَدْ حَدَثَ وَأَتَاهُ 

彼ら（アサドの人々）は、起

こったこととナウファルがも

たらしたものを見たとき、 

  لْقِتَالِ ٱحُجْرًا يُقَاتِلُهُمْ وَأَنَّهُ لََ بُدَّ مِنَ 

フジュルが彼らと戦うこと、

戦いは避けられないことを 

知った。 

  لِكَ لنَّاسُ لِذ  ٱفَحُشِدَ 
そこで人々がそのために

集まった（集められた）。 

  فَأَفْبَلَ نَحْوَهُمْ  هُمْ وَبَلَغَ حُجْرًا أَمْرُ 

彼らのことがフジュルに伝

わると、フジュルは彼らの

ほうへ向かった。 

  لْقِتَالَ وَهُمْ بَيْنَ ٱهُمْ نَاهَضُوهُ فَلَمَّا غَشِيَ 

彼が彼らのところに来る

と、彼らは彼に戦いを仕掛

けてきた。そのとき彼らは 

مْلِ فِى بِلََدِهِمْ يُدَّعَ ٱأَبْرَقَيْنِ مِنَ    يَانِ لرَّ

彼らの国の、二つの砂地

（アブラク）の間にいた。そ

こは今日、 
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  لْيَوْمَ أَبْرَقَىْ حُجْرٍ ٱ

アブラカー・フジュル（フジ

ュルの２つのアブラク）と言

われている。 

  فَلَمْ يَلْبَثُوا حُجْرًا أَنْ هَزَمُوا أَصْحَابَهُ 
彼らはまもなくフジュルの

仲間を追い散らし、 

  لْقَوْمُ فِى قَتْلِهِ ٱوَأَسَرُوهُ فَحَبَسُوهُ فَتَشَاوَرَ 

彼を捕え、監禁した。人々

は彼を殺すことについて相

談した。 

  حَبَسُوهُ فَقَالَ لَهُمْ كَاهِنٌ مِنْ كَهَنَتِهِمْ بَعْدَ أَنْ 

彼についての意見を出す

ために彼らが彼を監禁した

後、1 人の占い師が 

 。彼らに言った  لِيَرَوْا فِيهِ رَأْيَهُمْ 

  ى لرَّجُلِ حَتَّ ٱلََ تَعْجَلُوا بِقَتْلِ  2أَىْ قَوْمِ 
人々よ、その男を殺すのを

急ぐな、私があなたがたの 

  لَكُمْ  3أَزْجُرَ 
ために、鳥占いをしてやる

から。 

  لْقَوْمِ لِيَنْظُرَ لَهُمْ فِى قَتْلِهِ ٱنْصَرَفَ عَنِ ٱفَ 

彼はフジュルを殺すことに

ついて鳥を見るため人々

のところから立ち去った。 

  لِكَ عِلْبَاءُ خَشِىَ أَنْ يَتَوَاكَلُوافَلَمَّا رَأَى ذ  

（彼らの中心人物）イルバ

ーはそれを見て、人々がフ

ジュルを殺すことに 

 。消極的になるのを怖れた  فِى قَتْلِهِ 

  بْنَ ٱنَ افَدَعَا غُلََمًا مِنْ بَنِى كَاهِلٍ وَكَ 

イルバーはカーヒル部族

（アサド部族の支族）の若

者を呼んだ。その若者は 

  أُخْتِهِ وَكَانَ حُجْرٌ قَتَلَ أَبَاهُ زَوْجَ أُخْتِ 

イルバーの姉妹の息子

で、その父親、すなわちイ

ルバーの姉妹の夫を 

 。フジュルが殺していた  عِلْبَاءَ 

  فَقَالَ يَا بُنَىَّ أَعِنْدَكَ خَيْرٌ فَتَثْأَرَ بِأَبِيكَ 

イルバーは言った。我が息

子よ、お前には父の仇を

討ち、一代の名誉を得る 
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  وكَ يَقْتُلُ  لدَّهْرِ وَأَنَّ قَوْمَكَ لَنْ ٱوَتَنَالَ شَرَفَ 

ほどの心意気があるか。

お前の部族はお前を殺し

はしないだろう。 

بَهُ وَدَفَعَ إِلَيْهِ لْغُلََمِ حَتَّى حَ ٱفَلَمْ يَزَلْ بِ    رَّ
そしてその若者につきまと

い、そそのかし、 

  حَدِيدَةً وَقَدْ شَحَذَهَا 
既に研いであった刃物を

渡した。 

  طْعُنْهُ ٱدْخُلْ عَلَيْهِ مَعَ قَوْمِكَ ثمَُّ ٱوَقَالَ 
そして言った。お前の部族

の者にまぎれて彼のところ 

  فِى مَقْتَلِهِ 
に入り、彼の急所を突き刺

せ。 

  لْحَدِيدَةِ فَخَبَأَهَا ٱلْغُلََمُ إِلَى ٱفَعَمَدَ 
若者はその刃物に手を伸

ばし、それを隠した。 

  لَّتِى حُبِسَ ٱثمَُّ دَخَلَ عَلَى حُجْرٍ فِى قُبَّتِهِ 
そしてフジュルが監禁され

ている丸テントに 

 。入った  فِيهَا 

  غَفْلَةً وَثَبَ عَلَيْهِ فَقَتَلَهُ لْغُلََمُ ٱفَلَمَّا رَأَى 
若者は隙を見て彼に飛び

かかり、殺した。 

  لْغُلََمِ فَقَالَتْ بَنُو كَاهِلٍ ٱلْقَوْمُ عَلَى ٱفَوَثَبَ 

人々は若者に飛びかかっ

た。カーヒルの人々は言っ

た。 

  رُنَا وَفِى أَيْدِينَا ثأَْ 
我々が仇を討とうとして捕

えていたのに。 

  عَنْهُ لْغُلََمُ إِنَّمَا ثأََرْتُ بِأَبِى فَخَلَّوْا ٱفَقَالَ 

若者は言った。私は父の

仇を取っただけだ。それで

人々は彼を放した。 

  لْمُزْدَجِرُ فَقَالَ ٱ وَأَقْبَلَ كَاهِنُهُمُ 
鳥占いをした占い師が来

て言った。 

  أَىْ قَوْمِ قَتَلْتُمُوهُ مَلِكَ شَهْرٍ وَذُلَّ دَهْرٍ 

人々よ、あなたがたは彼を

１か月の王として、そして

永遠の屈辱として殺した。 
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  أَبَدًا لْمُلُوكِ بَعْدَهُ ٱلََ تَحْظَوْنَ عِنْدَ  4للهِ ٱأَمَ وَ 

あなたがたは彼の後、もは

や王から恩恵をこうむるこ

とはないだろう。 

   。の節が主語と考える أن、の補語 كان が سبب 1

قَوْمٱ      يا ＝ أىْ  2    قَوْمٱى＝ 

 は「叱る」の意味だが、そこから「鳥を叱って追い払い鳥占いをする」の意味がある زَجَرَ  3

 。は意味を強めるため用いられる   " أمََ)=أمَا( وَاللهٱ "  4

   

９．イムルウ・ル・カイス３ 

  لَْْسَدِىُّ ٱلسِّكِّيتِ وَلَمَّا طَعَنَ ٱبْنُ ٱقَالَ 

イブン・スィッキートが言っ

た。かのアサド部族の者が

フジュルを突き刺し、 

  وَلَمْ يَجْهَزْ عَلَيْهِ أَوْمَأَ وَدَفَعَ كِتَابَةً حُجْرًا 

まだとどめを刺していない

とき、フジュルは目くばせし

て、ある男に 

  عٍ بْنِى نَافِ ٱنْطَلِقْ إِلَى ٱوَقَالَ لَهُ لٍ إِلَى رَجُ 

手紙を渡し、言った。我が

息子ナーフィウのところに

行け 

  لْهَ ٱنْ بَكَى وَجَزِعَ فَ فَإِ  1وَلَدِهِ وَكَانَ أَكْبَرَ 

―それは彼の長男であっ

た―もし彼が泣き、悲しん

だら、彼を捨ておけ。 

  وَاحِدًا وَاحِدًا حَتَّى تَأْتِىَ سْتَقْرِهِمْ ٱوَ عَنْهُ 

息子達のところへ、１人、１

人次々と行け。イムルウ・

ル・カイスのところに 

  أَصْغَرَهُمْ لْقَيْسِ وَكَانَ ٱ مْرَأَ ٱ
―彼は末子であった―行く

まで。 

  دْفَعْ إِلَيْهِ سِلََحِى وَخَيْلِىٱفَأَيُّهُمْ لَمْ يَجْزَعْ فَ 
彼らのうち誰でも、悲しま

ない者に、私の武器と馬と 

 。鍋と遺言状を渡せ  دُورِى وَوَصِيَّتِىوَقُ 
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  وَقَدْ كَانَ بَيَّنَ فِى وَصِيَّتِهِ مَنْ قَتَلَهُ وَكَيْفَ 
フジュルは遺言状の中に、

誰が彼を殺したか、事情は 

  كَانَ خَبَرُهُ 
どうであったかを既に明ら

かにしていた。 

  بْنِهِ ٱلرَّجُلُ بِوَصِيَّتِهِ إِلَى نَافِعٍ ٱنْطَلَقَ ٱفَ 

その男は遺言状を持って

フジュルの息子ナーフィウ

のところに行った。 

  فَوَضَعَهُ عَلَى رَأْسِهِ  تُّرَابَ لٱفَأَخَذَ 
すると彼は土を取り頭の上

に乗せた（悲しみを表す）。 

  لِكَ فَعَلَ ذ  سْتَقْرَاهُمْ وَاحِدًا وَاحِدًا فَكُلُّهُمْ ٱثمَُّ 

それで、男は息子達のとこ

ろへ１人ずつ次々に行った

がみんなそのようにした。 

  لَهُ  لْقَيْسِ فَوَجَدَهُ مَعَ نَدِيمٍ ٱمْرَأَ ٱحَتَّى أَتَى 
ついにイムルウ・ル・カイス

のところに来た。すると彼 

  رْدِ لنَّ ٱلْخَمْرَ وَيُلََعِبُهُ بِ ٱيَشْرَبُ 
は飲み仲間と酒を飲み、

すごろくをしていた。 

  لَى قَوْلِهِ تِلَ حُجْرٌ فَلَمْ يَلْتَفِتْ إِ فَقَالَ لَهُ قُ 

男は彼に行った。フジュル

が殺されました。が、彼は

その言葉をかえりみなか 

  لْقَيْسِ ٱمْرُؤُ ٱوَأَمْسَكَ نَدِيمُهُ فَقَالَ لَهُ 

った。彼の飲み仲間はす

ごろくをやめた。するとイム

ルウ・ル・カイスは言った。 

  قَالَ فَضَرَبَ حَتَّى إِذَا فَرَغَ ضْرِبْ ٱ

打て（すごろくを続けよ）。

それで飲み仲間は打ち、

やがてすごろくが終わると 

  عَلَيْكَ دَسْتَكَ لِْفُْسِدَ  2مَا كُنْتُ 

彼は言った。 

私はあなたのゲームを損

なうような者ではない。 

  لرَّسُولَ عَنْ أَمْرِ أَبِيهِ كُلِّهِ فَأَخْبَرَهُ ٱثمَُّ سَأَلَ 

それから使者に父のことす

べてを尋ね、使者はそれを

告げた。 

  لنِّسَاءُ حَرَامٌ حَتَّى ٱلْخَمْرُ عَلَىَّ وَ ٱوَقَالَ 

イムルウ・ル・カイスは言っ

た。酒はやめた、女にも近

づかない、アサド部族の者 

  مِنْ بَنِى أَسَدٍ مِائَةً وَأَجُرَّ نَوَاصِىَ أَقْتُلَ 
を１００人殺し、１００人の

前髪を切る（捕虜にする） 
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 。までは  مِائَةٍ 

  لِكَ يَقُولُ ى ذ  وَفِ 
彼はそのことについて詩を

詠んでいる。 

  أَرِقْتُ وَلَمْ يَأْرَقْ لِمَا بِىَ نَافِعُ  

私に起こったことのため、

ナーフィウはよく眠ってい

るが、私は眠れない 

وَادِعُ ٱلْهُمُومُ ٱلشَّوْقَ ٱوَهَاجَ لِىَ    لرَّ

香油をつけた（＝真新しい

＝新しく発生した）心配事

が私の情熱をかき立てた 

1  ある人の子供達を集合的に言うとき単数形を使う。   

 するような者ではない（完了形でも現在の意味）～  كَانَ لٱـمَا  2

   

   

１０．イムルウ・ル・カイス４ 

  بْنِ ٱلْكَلْبِىِّ حَدَّثنَِى أَبِى عَنِ ٱبْنُ ٱوَقَالَ 

イブン・カルビーが言った。

アサド部族のイブン・カーヒ

ンから伝え聞いて、私の 

  أَطْرَدَ  لَْْسَدِىِّ أَنَّ حُجْرًا كَانَ ٱلْكَاهِنِ ٱ

父が私に語った。フジュル

はイムルウ・ル・カイスを追

放し、彼と一緒には 

  لْقَيْسِ وَآلَى أَلََّ يُقِيمَ مَعَهُ أَنَفَةً مِنْ ٱ مْرَأَ ٱ
住まないと誓っていた。彼

が詩を詠むことを軽蔑した 

 。からである  لشِّعْرَ ٱ قَوْلِهِ 

  لِكَ لْمُلُوكُ تَأْنَفُ مِنْ ذ  ٱوَكَانَتِ 
王達はそのこと（詩を詠む

こと）を軽蔑していた。 

  لْعَرَبِ وَمَعَهُ ٱنَ يَسِيرُ فِى أَحْيَاءِ فَكَا
彼はアラブの諸部族を連

れて放浪していた。彼と共 
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  وَكَلْبٍ  رَبِ مِنْ طَيِّئٍ لْعَ ٱمِنْ شَذَّاذِ أَخْلََطٌ 

にタイイ部族、カルブ部

族、バクル・ブン・ワーイル

部族の 

  بْنِ وَائِلٍ  وَبَكْرِ 
アラブの流れ者達の寄せ

集めがいた。 

  فَإِذَا صَادَفَ غَدِيرًا وَرَوْضَةً وَمَوْضِعَ 
彼は池と牧草地と狩猟地

を見つけると、 

  مَ فَذَبَحَ لِمَنْ مَعَهُ فِى كُلِّ يَوْمٍ أَقَاصَيْدٍ 
滞在し、一緒にいる者のた

めに毎日家畜を殺し、 

يْدِ فَتَصَيَّدَ ثمَُّ عَادَ فَأَكَلَ ٱ وَخَرَجَ إِلَى   لصَّ
狩に出て、獲物を捕らえ、

そして戻り、食事をし、 

   غَنَّتْهُ سَقَاهُمْ وَ لْخَمْرَ وَ ٱفَشَرِبَ وَأَكَلُوا مَعَهُ 

彼らも彼と共に食べ、ブド

ウ酒を飲み、彼らにも飲ま

せ、歌姫たちが彼に歌い、 

  لِكَ لِكَ حَتَّى يَنْفَدَ مَاءُ ذ  وَلََ يَزَالُ كَذ  قِيَانُهُ 
その池の水が尽きるまで、

ずっとそのようにしていた。 

  نْتَقَلَ عَنْهُ إِلَى غَيْرِهِ ٱثمَُّ لْغَدِيرِ ٱ
そしてそこから別のところ

へ移って行った。 

  خَبَرُ أَبِيهِ وَمَقْتَلِهِ وَهُوَ بِدَمُّونَ مِنْ  فَأَتَاهُ 

彼がイエメンの地のダッム

ーンにいたとき、彼の父に

ついてのこと、 

  لْيَمَنِ ٱأَرْضِ 
父が殺されたことの知らせ

が彼に届いた。 

  أَتَاهُ بِهِ رَجُلٌ مِنْ بَنِى عِجْلٍ يُقَالُ لَهُ 

彼に知らせを伝えたのは

イジュル部族の人で、ワッ

サーフの兄弟、 

افِ ٱلَْْعْوَرُ أَخُو ٱ عَامِرٌ    لْوَصَّ
片目のアーミルと言われる

男だった。 

  لِكَ قَالَ خْبَرَهُ بِذ  أَ فَلَمَّا 

男が彼にそれを知らせる

と、彼は次のように詩を詠

んだ。 

  للَّيْلُ عَلَىَّ دَمُّونْ ٱتَطَاوَلَ 
ダッムーンよ、夜が私に対

して長くなった 
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  دَمُّونُ إِنَّا مَعْشَرٌ يَمَانُونْ  
ダッムーンよ、我々はイエ

メンの人々であり 

نَّنَا لَِْهْلِنَا مُحِبُّونْ   我々は家族を愛している  وَاِ 

لَنِى دَمَهُ    ثمَُّ قَالَ ضَيَّعَنِى صَغِيرًا وَحَمَّ

そして言った。私が若いと

き、彼は私を手放し、大人

になってから 

 。血の復讐を背負わせた  كَبِيرًا

  لْيَوْمَ وَلََ سُكْرَ غَدًاٱلََ صَحْوَ 
今日は醒めないが明日は

もはや酔わない。 

  لْيَوْمَ خَمْرٌ وَغَدًا أَمْرٌ فَذَهَبَ مَثَلًَ ٱوَ 

今日は酒だが明日は決断

だ。 

これはことわざになった。 

 。そして彼は詩を詠んだ  قَالَ  ثمَُّ 

  شَارِبٍ لْيَوْمِ مَصْحًى لِ ٱخَلِيلَىَّ لََ فِى 

２人の友よ、今日は飲む者

にとって酔いが醒めること

はない 

  مَشْرَبُ  1وَلََ فِى غَدٍ وَكَانَ مَا كَانَ 
明日は、何ごとが起ころう

と、もはや飲むことはない 

  مَّا صَحِىَ آلَى بِأَلِيَّةٍ فَلَ  2ثمَُّ شَرِبَ سَبْعًا

そして彼は７杯飲んだ。酔

いが醒めたとき、彼は誓い

を立てた。 

  أَلََّ يَأْكُلَ لَحْمًا وَلََ يَشْرَبَ خَمْرًا وَلََ يَدَّهِنَ 
肉を食べない、酒を飲まな

い、香油をつけない、 

  مْرَأَةً وَلََ يَغْسِلَ رَأْسَهُ مِنْ ٱوَلََ يُصِيبَ 
女を襲わない、頭の汚れを

洗わない 

 。父の仇を討つまでは  دْرِكَ بِثأَْرِهِ جَنَابَةٍ حَتَّى يُ 

  رَأَى بَرْقًا فَقَالَ  للَّيْلُ ٱفَلَمَّا جَنَّهُ 
夜が帳を下したとき、彼は

稲妻を見て、詩を詠んだ。 
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  3أَرِقْتُ لِبَرْقٍ بِلَيْلٍ أَهَلْ 
雷鳴がとどろく夜に稲妻の

ため私は眠れない 

  لْجَبَلْ ٱىءُ سَنَاهُ بِأَعْلَى يُضِ 
その輝きは山の頂を照ら

す 

  بْتُهُ أَتَانِى حَدِيثٌ فَكَذَّ 
私のもとへ知らせが来た

が私はそれを嘘だと思った 

  لْقُلَلْ ٱمِنْهُ  4بِأَمْرٍ تَزَعْزَعُ 
山の峰々も震えることを伝

えるその知らせを 

  بِقَتْلِ بَنِى أَسَدٍ رَبَّهُمْ 
アサド部族がその主を殺し

たという知らせである 

  5أَلََ كُلُّ شَىْءٍ سِوَاهُ جَلَلْ 
その他のすべてのことはさ

さいなことではないか 

  فَأَيْنَ رَبِيعَةُ عَنْ رَبِّهَا
ラビーア部族は主から離

れてどこにいたのか 

  لْخَوَلْ ٱوَأَيْنَ تَمِيمٌ وَأَيْنَ 
タミーム部族は、家来たち

は、どこにいたのか 

  أَلََ يَحْضُرُونَ لَدَى بَابِهِ 
彼の扉のもとに居合わせ

なかったのか 

  كَمَا يَحْضُرُونَ إِذَا مَا أَكَلْ 
彼が食事をするとき居合

わせたように 

   何事が起ころうと وَكَانَ مَا كَانَ  1

اتٍ  ７杯 または سَبْعَ أكَْوَاسٍ )كَأسَْاتٍ( 2  ７回 のこと سَبْعَ مَر 

3 本来は   أهََل これは「新月になる」の意味もあるが、ここでは「雷鳴がとどろく」の意味 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   。が一つ省略されている تの تَتَزَعْزَع   4
  

5 「重大なこと」と「ささいなこと」の両方の意味がある。 
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１１．イムルウ・ル・カイス５ 

  مْرَأَ ٱلْهَيْثَمُ عَنْ أَصْحَابِهِ أَنَّ ٱوَرَوَى 

ハイサムが彼の師匠達か

ら聞いて伝えたところによ

ると、イムルウ・ル・カイス 

  لَمَّا قُتِلَ أَبُوهُ كَانَ غُلََمًا قَدْ تَرَعْرَعَ لْقَيْسِ ٱ
は父親が殺されたとき、既

に成長した若者であり、 

  وَكَانَ بَنِى حَنْظَلَةَ مُقِيمًا لَِْنَّ ظِئْرَهُ كَانَتِ 
ハンザラ部族のところに住

んでいた。なぜなら彼の 

  مْرَأَةً مِنْهُمْ ٱ
乳母がその部族の女だっ

たからである。 

  لِكَ قَالَ فَلَمَّا بَلَغَهُ ذ  

そのこと（父の死）が彼に

伝わったとき、彼は詩を詠

んだ。 

  كَاهِلََ  1يَا لَهْفَ هِنْدٍ إِذْ خَطِئْنَ  

哀れなヒンド（彼の姉妹の

名）よ、彼らはカーヒル部

族を打ち損じた 

 高貴な王を殺した者達を  حِلََ لْحُلََ ٱلْمَلِكَ ٱ 2لْقَاتِلِينَ اَ 

 。云々という詩句である  لَْْبْيَاتُ ٱ

  لْهَيْثَمُ بْنُ عَدِى  لَمَّا قُتِلَ حُجْرٌ ٱوَقَالَ 

ハイサム・ブン・アディーは

言った。フジュルが殺され

たとき 

  نْجَازَتْ هِنْدٌ وَقَطِينُهُ إِلَى عُوَيْرِ بْنِ ٱ
ヒンドとフジュルの家来達

はウワイル・ブン・シャジナ 

  فَقَالَ لَهُ قَوْمُهُ  شَجِنَةَ 

のもとへ逃げた。 

するとウワイルに部族の

者が言った。彼らの財産を 

  مَأْكُولُونَ كُلْ أَمْوَالَهُمْ فَإِنَّهُمْ 

食べよ（巻き上げよ）。彼ら

は食べられるもの（いいカ

モ）だ。 

  للَّيْلُ حَمَلَ هِنْدًا وَقَطِينَهَا ٱفَأَبَى فَلَمَّا كَانَ 

彼は拒否した。夜になると

彼はヒンドと彼女の家来た

ちを運んだ。 
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  نْشَامَ بِهِمْ فِى لَيْلَةٍ ٱوَأَخَذَ بِخِطَامِ جَمَلِهَا وَ 
彼女のラクダのはづなを

取って、彼らと暗い真っ黒 

 。な夜の中にまぎれこんだ  ةٍ طَخْيَاءَ مُدْلَهِمَّ 

  كَانَتَارْقُ أَبْدَى عَنْ سَاقَيْهِ وَ لْبَ ٱفَلَمَّا أَضَاءَ 
稲妻が光ったとき、彼の両

足が見えた。それらは 

  حَمْشَتَيْنِ فَقَالَتْ هِنْدٌ 
きゃしゃであった。ヒンドは

言った。 

  للَّيْلَةِ سَاقَىْ وَافٍ ٱمَا رَأَيْتُ كَ 

私は今夜のように忠実な

人の両足を見たことがあり

ません。 

 。彼はそれを聞いて言った  فَسَمِعَهَا فَقَالَ 

  يَا هِنْدُ هُمَا سَاقَا غَادِرٍ شَر  

ヒンドよ、それらは悪い裏

切り者の両足です。（悪い

気持ちを持ったことがある） 

  طْلَعَهَا نَجْرَانَ لنِّجَادَ حَتَّى أَ ٱفَرَمَى بِهَا 

彼は彼女を高地へ導き、

ナジュラーン（地名）まで登

らせた。 

  غْنِى عَنْكِ شَيْئًا وَرَاءَ فَقَالَ لَهَا إِنِّى لَسْتُ أُ 

彼は彼女に言った。この場

所より向こうでは私はあな

たの何の役にも立たない。 

ئْتُ  ولََُءِ قَوْمُكِ لْمَوْضِعِ وَه  ٱذَا ه     وَقَدْ بُرِّ
ここの人達はあなたの部

族だ。私はあなたの 

 。警護から解放された  خُفَارَتِى 

  لْقَيْسِ بِعِدَّةِ قَصَائِدَ ٱمْرُؤُ ٱفَمَدَحَهُ 

イムルウ・ル・カイスはいく

つかの長詩で彼を称えて

いる。 

  مِنْهَا قَوْلُهُ فِى قَصِيدَةٍ لَهُ 
その中の、長詩の一つで

次のように詠んでいる。 
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  أَلََ إِنَّ قَوْمًا كُنْتُمُ أَمْسِ دُونَهُمْ 
昨日、あなたがたは、ある

部族の前にいた。 

  هُمْ مَنَعُوا جَارَاتِكُمْ آلَ غَدْرَانِ 

彼らは女達を保護すること

を断った 裏切り者の一族

だ 

  لْعُوَيْرِ وَرَهْطِهِ ٱعُوَيْرٌ وَمَنْ مِثْلُ 
ウワイルと、ウワイルや彼

の家族と同様の者達は 

  أَوْفَى بِجِيرَانِ بِمِيثاَقٍ و  أَبَرَّ 
契約を守り、保護すべき者

達を守った 

  لْمُضَيَّعَ أَهْلَهُمْ ٱلْحَىَّ ٱهُمُ بَلَّغُوا 
彼らは途方に暮れた部族

をその一族のもとに導き 

  لْعِرَاقِ وَنَجْرَانِ ٱوَسَارُوا بِهِمْ بَيْنَ 
彼らを連れてイラクとナジ

ュラーンの間を進んだ 

 。またこういう詩もある  وَقَوْلُهُ 

  لْبَرَاجِمَ كُلَّهَاٱلُله ٱأَلََ قَبَّحَ 
神がバラージム部族すべ

ての者を醜くするように 

  عَ يَرْبُوعًا وَعَفَّرَ دَارِمَاوَجَدَّ 

ヤルブーウ部族を傷物に

し、ダーリム部族をほこり

まみれにするように 

  وَرَهْطِهِ  لْعُوَيْرِ ٱفَمَا فَعَلُوا فِعْلَ  

彼らはウワイルと彼の家

族がヒンドの扉のもとに立

って 

دَ قَائِمَالَدَى بَابِ هِنْدٍ إِذْ تَجَ    رَّ
一肌脱いだような行いをし

なかったから 

1 主語は  الخَيْل  （馬の集合名詞＝騎兵隊）などと考える                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

2  この定冠詞は詩の下半句の最初なのでハムザを発音する 
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１２．カイスとルブナー 

  لْكِنَانِىُّ رَضِيعَ ٱكَانَ قَيْسُ بْنُ ذَرِيحٍ 

キナーナ部族のカイス・ブ

ン・ザリーフは（預言者の

婿の）アリー・ブン・アビー・ 

  لْحُسِيْنِ بْنِ عَلِىِّ بْنِ أِبِى طَالِبٍ رَضِىَ ٱ

ターリブの息子フサイン―

２人に神が満足し給うよう

に―の乳兄弟であった。 

  لُله عَنْهُمَا أَرْضَعَتْهُ أُمُّ قَيْسٍ ٱ
カイスの母がフサインに乳

を飲ませた。 

  لْمَدِينَةِ ٱوَكَانَ مَنْزِلُ قَوْمِهِ فِى ظَاهِرِ 
カイスの一族の家はメディ

ナの郊外にあったが 

  لْمَدِينَةِ ٱوَكَانَ هُوَ وَأَبُوهُ مِنْ حَاضِرَةِ 
彼と彼の父はメディナの町

中に住んでいた。 

  نِىلِبَعْضِ حَاجَتِهِ بِخِيَامِ بَ قَالُوا فَمَرَّ قَيْسٌ 

人々が言うには、カイスは

ある用事でカアブ・ブン・フ

ザーア部族のテントの 

  فَوَقَفَ عَلَى خَيْمَةٍ مِنْهَا خُزَاعَةَ  كَعْبِ بْنِ 

ところを通りかかり、その

一つのテントのところで立

ち止まった。 

  لْخَيْمَةُ خَيْمَةُ لُبْنَى بِنْتِ ٱلْحَىُّ خُلُوفٌ وَ ٱوَ 

その部落は（男達が）留守

だった。そのテントはカア

ブ部族の女性、 

  لْكَعْبِيَّةِ ٱلْحُبَابِ ٱ
ルブナー・ビント・フバーブ

のテントだった。 

  سْتَسْقَى مَاءً فَسَقَتْهُ وَخَرَجَتْ إِلَيْهِ بِهِ ٱفَ 

カイスは水を飲ませてくれ

と頼んだ。彼女は水を汲

み、それを持って彼の 

  لْقَامَةِ شَهْلََءَ حُلْوَةَ ٱمْرَأَةً مَدِيدَةَ ٱوَكَانَتِ 

ところへ出てきた。 

彼女は背がすらりとして、

藍色の目をした、容貌も 

  لْكَلََمِ ٱلْمَنْظَرِ وَ ٱ
言葉使いもかわいい女性

だった。 

  لْمَاءَ ٱفَلَمَّا رَآهَا وَقَعَتْ فِى نَفْسِهِ وَشَرِبَ 

彼は彼女を見たとき彼女

が心の中に落ちた（好きに

なった）。彼は水を飲んだ。 
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دَ عِنْدَنَا قَالَ نَعَمْ    فَقَالَتْ لَهْ أَتَنْزِلُ فَتَتَبَرَّ

彼女は言った。立ち寄って

私達のところで涼んでいき

ますか。彼は言った。はい。 

  فَنَزَلَ بِهِمْ وَجَاءَ أَبُوهَا فَنَحَرَ لَهُ وَأَكْرَمَهُ 

彼は彼らのところに立ち寄

った。彼女の父が来て彼を

もてなすためにラクダを殺 

  نْصَرَفَ قَيْسٌ وَفِى قَلْبِهِ مِنْ لُبْنَى حَرٌّ ٱفَ 

し、彼に敬意を表した。 

彼は立ち去ったが、心には

ルブナーへの熱い思いが 

 。消えないでいた  لََ يَطْفَأُ 

  لشِّعْرِ فِيهَا حَتَّى شَاعَ ٱفَجَعَلَ يَنْطِقُ بِ 

彼は彼女についての詩を

詠み始め、やがてそれが

広がり、 

 。人々によって伝えられた  وَرُوِىَ 

  شْتَدَّ وَجْدُهُ بِهَاٱثمَُّ أَتَاهَا يَوْمًا آخَرَ وَقَدِ 

そして別の日、彼は彼女

のところに来たが、彼女を

慕う思いは既に強くなって 

  فَسَلَّمَ فَظَهَرَتْ لَهُ وَرَدَّتْ سَلََمَهُ وَتَحَفَّتْ 

いた。彼が挨拶すると彼女

が現れ挨拶を返し、好意を

示した。 

  فَشَكَا إِلَيْهَا مَا يَجِدُ بِهَا وَمَا يَلْقَى مِنْ بِهِ 

彼は彼女に自分が恋い焦

がれていること、彼女を心

に思っていることを訴えた。 

  لِكَ فَأَطَالَتْ وَشَكَتْ إِلَيْهِ مِثْلَ ذ  حُبِّهَا 
彼女も彼に同様のことを

長々と訴えた。 

  وَعَرَفَ كُلُّ وَاحِدٍ مِنْهُمَا مَا لَهُ عِنْدَ 
２人とも相手がどのように

思っているかを 

 。知った  صَاحِبِهِ 

  نْصَرَفَ إِلَى أَبِيهِ وَأَعْلَمَهُ حَالَهُ وَسَأَلَهُ ٱفَ 

そこで彼は自分の父親の

ところへ行き、事情を知ら

せ、 

  هُ إِيَّاهَاأَنْ يُزَوِّجَ 
彼女と結婚させてくれるよ

う頼んだ。 
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  عَلَيْهِ وَقَالَ يَا بُنَىَّ عَلَيْكَ بِإِحْدَىفَأَبَى 

父は拒んだ。そして言っ

た。息子よ、お前の従姉妹

の 

  بَنَاتِ عَمِّكَ فَهُنَّ أَحَقُّ بِكَ 
１人を選べ、彼女らのほう

がお前にふさわしい。 

  لْمَالِ مُوسِرًا فَأَحَبَّ أَنْ ٱوَكَانَ ذَرِيحٌ كَثِيرَ 

（父の）ザリーフは財産が

多く、裕福で、息子が他の

部族の女のところへ 

  إِلَى غَرِيبَةٍ بْنُهُ ٱلََ يَخْرُجَ 
出て行かないことを望ん

だ。 

  نْصَرَفَ قَيْسٌ وَقَدْ سَاءَهُ مَا خَاطَبَهُ أَبُوهُ ٱفَ 
カイスは立ち去ったが、父

親が言ったことで悲しんで 

 。いた  بِهِ 

  سْتَعَانَ بِهَا ٱلِكَ إِلَيْهَا وَ فَأَتَى أُمَّهُ فَشَكَا ذ  
そして母親のところに来て

彼女にそれを訴え、父親に 

  يُحِبُّ  عَلَى أَبِيهِ فَلَمْ يَجِدْ عِنْدَهَا مَا

対して助けを求めたが、彼

女のところでは望むことを

見いだせなかった。 

  بْنِ أَبِى طَالِبٍ  لْحُسَيْنَ بْنَ عَلِىِّ ٱفَأَتَى 

そこで（乳兄弟の）フサイ

ン・ブン・アリー・ブン・アビ

ー・ターリブと、イブン・ 

  فَشَكَا إِلَيْهِمَا مَا بِهِ  أَبِى عَتِيقٍ بْنَ ٱوَ 

アビー・アティークのところ

に来て、２人に、起こったこ

とと 

  أَبُوهُ وَ مَا رَدَّ عَلَيْهِ 
それに対する父親の返答

を訴えた。 

  لْحُسَيْنُ أَنَا أَكْفِيكَ فَمَشَى مَعَهُ ٱفَقَالَ لَهُ 

フサインは彼に言った。私

があなたに代わって世話

をしよう。そして彼と一緒に 

  أَبِى لُبْنَى لَى إِ 

ルブナーの父親のところへ

足を運んだ。（フサインは

預言者ムハンマドの孫） 

  رَ بِهِ أَعْظَمَهُ وَوَثَبَ إِلَيْهِ فَلَمَّا بَصُ 

ルブナーの父は彼を見る

と敬意を表して彼のところ

へ飛んできて 
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  لِله مَا جَاءَ بِكَ ٱ بْنَ رَسُولِ ٱيَا وَقَالَ لَهُ 

言った。預言者の息子よ、

どうしてここへ来られたの

か。なぜ私のところへ 

  １ألََا と同じだが意味が強い إِلَىَّ فَـأَتَيْتُكَ بَعَثْتَ  1أَلََّ 

使いをよこされなかったの

ですか、そうすれば私のほ

うから出向きましたのに。 

  لَّذِى جِئْتُ فِيهِ يُوجِبُ قَصْدَكَ ٱقَالَ إِنَّ 

フサインは言った。私が来

た用件は、あなたを訪れる

ことが必要だったのだ。 

  بْنَتَكَ لُبْنَى لِقَيْسِ بْنِ ٱئْتُكَ خَاطِبًا وَقَدْ جِ 

私はカイス・ブン・ザリーフ

のために、あなたの娘の

ルブナーに求婚しに 

 。来たのだ  ذَرِيحٍ 

   لِله مَا كُنَّا لِنَعْصِىَ ٱبْنَ رَسُولِ ٱفَقَالَ يَا 

ルブナーの父は言った。預

言者の息子よ、我々は何

事も決してあなたに背くも 

  لْفَتَى رَغْبَةٌ ٱأَمْرًا وَمَا بِنَا عَنِ لَكَ 
のではなく、その青年を嫌

うわけでもありません。 

  لَْْمْرِ إِلَيْنَا أَنْ يَخْطُبَهَا ذَرِيحٌ ٱكِنَّ أَحَبَّ وَل  

しかし、我々にとって最も

好ましいのは、彼の父親

のザリーフが 

  لِكَ عَنْ أَمْرِهِ أَنْ يَكُونَ ذ  أَبُوهُ عَلَيْنَا وَ 

求婚すること、そのことが

彼のほうから行われること

です。 

  ذَا أَنْ أَبُوهُ فِى ه   فَإِنَّا نَخَافُ إِنْ لَمْ يَسْعَ 

彼の父親がこのことに積

極的にならないなら、我々

にとって恥となり、 

  يَكُونَ عَارًا وَسُبَّةً عَلَيْنَا 
不名誉になることを我々は

怖れます。 

  لُله عَنْهُ ذَرِيحًا ٱلْحُسَيْنُ رَضِىَ ٱفَأَتَى 

そこでフサイン―神が彼に

満足し給うように―はザリ

ーフと彼の一族のところへ 

  وَهُمْ مُجْتَمِعُونَ فَقَامُوا إِلَيْهِ إِعْظَامًا وَقَوْمَهُ 

行ったが、彼らは集まって

いて、彼に敬意を表してや

って来て、 

  الْخُزَاعِيِّينَ ٱوَقَالُوا لَهُ مِثْلَ قَوْلِ لَهُ 

（ルブナーの）フザーア部

族の人達と同様のことを言

った。 
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  فَقَالَ لِذَرِيحٍ أَقْسَمْتُ عَلَيْكَ إِلََّ خَطَبْتَ 

フサインはザリーフに言っ

た。あなたの息子のカイス

のためにルブナーに求婚 

  بْنِكَ قَيْسٍ لِٱلُبْنَى 
するよう、誓ってあなたに

お願いする。 

  لطَّاعَةُ لَِْمْرِكَ ٱلسَّمْعُ وَ ٱقَالَ 
ザリーフは言った。承知し

ました。 

  مِنْ قَوْمِهِ حَتَّى أَتَوْا فَخَرَجَ مَعَهُ فِى وُجُوهٍ 

彼は一族の主だった者達

を率いて出かけ、ルブナー

のところに来た。 

  هِ إِلَى أَبِيهَابْنِ ٱلُبْنَى فَخَطَبَهَا ذَرِيحٌ عَلَى 

ザリーフは彼女の父親に、

息子と彼女との結婚を申し

込んだ。 

  لِكَ فَزَوَّجَهُ إِيَّاهَا وَزُفَّتْ إِلَيْهِ بَعْدَ ذ  

そして彼を彼女と結婚さ

せ、その後、彼女は行列で

彼のもとに送られた。 

  فَأَقَامَتْ مَعَهُ مُدَّةً لََ يُنْكِرُ أَحَدٌ مِنْ 

彼女は彼と共にしばらく暮

らし、お互いがその相手に

対し 

  صَاحِبِهِ شَيْئًا 
何も気に入らないところは

なかった。 

هِ فَأَلْهَتْهُ لُبْنَى ٱوَكَانَ أَبَرَّ    لنَّاسِ بِأُمِّ

カイスは人々の中で最も

母親孝行の人だったが、

ルブナーのこと、 

  لِكَ وَعُكُوفُهُ عَلَيْهَا عَنْ بَعْضِ ذ  

彼女につきまとっているこ

とで、幾分そのことから気

がそらされた。 

  فَوَجَدَتْ أُمُّهُ فِى نَفْسِهَا وَقَالَتْ 

それで彼の母は心穏やか

でなかった。彼女は言っ

た。 

  بْنِى عَنْ بِرِّىٱلْمَرْأَةُ ٱذِهِ لَقَدْ شَغَلَتْ ه  
この女が私への孝行から

息子の気をそらせた。 

  لِكَ مَوْضِعًا حَتَّى وَلَمْ تَرَ لِلْكَلََمِ فِى ذ  

彼女がそのことを言い出

す機会を見ないまま、カイ

スは 

 。重い病気になった  ا شَدِيدًا مَرِضَ مَرَضً 
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  قَالَتْ أُمُّهُ لَِْبِيهِ  فَلَمَّا بَرَأَ مِنْ عِلَّتِهِ 

彼が病気から回復すると、

彼の母親は父親に言っ

た。 

  لَقَدْ خَشِيتُ أَنْ يَمُوتَ قَيْسٌ وَمَا يَتْرُكُ 

私はカイスが跡継ぎを残さ

ないまま死んでしまうこと

を怖れました。 

  لْمَرْأَةِ ٱذِهِ لْوَلَدُ مِنْ ه  ٱوَقَدْ حُرِمَ خَلَفًا 

この女は子供ができませ

ん。あなたは財産を持って

いるのに、 

  لْكَلََلَةِ ٱيرُ مَالُكَ إِلَى مَالٍ فَيَصِ أَنْتَ ذُو وَ 
その財産は妻の親戚のも

のになるでしょう。 

  لَله أَنْ يَرْزُقَهُ وَلَدًاٱفَزَوِّجْهُ بِغَيْرِهَا لَعَلَّ 

カイスを他の女と結婚させ

なさい。たぶん神様が子供

をお授けくださるでしょう。 

تْ عَلَيْهِ فِى ذ     لَ قَيْسًا حَتَّى لِكَ فَأَمْهَ وَأَلَحَّ

母親は父親にそれをしつ

こく迫り、父親は時を延ば

していたが、 

  جْتَمَعَ قَوْمُهُ دَعَاهُ فَقَالَ ٱ إِذَا
一族の人々が集まったと

き、カイスを呼んで言った。 

  لْعِلَّةَ فَخِفْتُ ٱذِهِ عْتَلَلْتَ ه  ٱيَا قَيْسُ إِنَّكَ 

カイスよ、お前はこのよう

な病気をわずらい、私はお

前に子供がいないこと、 

  سِوَاكَ وَلََ وَلَدَ لَكَ وَلََ لِى عَلَيْكَ 
私にはお前以外にいない

ことを怖れた。 

  لْمَرْأَةُ لَيْسَتْ بِوَلُودٍ فَتَزَوَّجْ إِحْدَىٱذِهِ وَه  

この女は子供が産めな

い。従姉妹の誰かと結婚

せよ、 

  لَله أَنْ يَهَبَ لَكَ وَلَدًا ٱبَنَاتِ عَمِّكَ لَعَلَّ 

おそらく神はお前に子供を

与えられ、その子によっ

て、お前の目も 

  نَا أَعْيُنُ بِهِ عَيْنُكَ وَ  تَقَرُّ 
私達の目も涼しくなるだろ

う（楽しみとなる）。 

  فَقَالَ قَيْسٌ لَسْتُ مُتَزَوِّجًا غَيْرَهَا أَبَدًا

カイスは言った。私は彼女

以外とは決して結婚しませ

ん。 

  فَقَالَ لَهُ أَبُوهُ فَإِنَّ فِى مَالِى سَعَةً فَتَسَرَّ 

父は彼に言った。それな

ら、私の財産には余裕が

あるから、 
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مَاءِ ٱبِ   。女奴隷を妾にせよ  لِْْ

  للهِ ٱأَبَدًا وَ قَالَ وَلََ أَسُوءُهَا بِشَىْءٍ 

カイスは言った。私は何事

によっても彼女を決して悲

しませることはしません。 

  قَالَ أَبُوهُ فَإِنِّى أُقْسِمُ عَلَيْكَ إِلََّ طَلَّقْتَهَا

父は言った。誓ってお前に

頼む、彼女を離婚してく

れ。 

  لِله عَلَىَّ أَسْهَلُ مِنْ ٱلْمَوْتُ وَ ٱفَأَبَى فَقَالَ 

カイスは拒否して言った。

それよりは死のほうが私に

はたやすいことです。 

  كِنِّى أُخَيِّرُكَ خَصْلَةً مِنْ ثَلََثِ لِكَ وَل  ذ  
それより私はあなたが三

つのうち一つを 

 。選ぶように勧めます  خِصَالٍ 

 。父は言った。それは何か  قَالَ وَمَا هِىَ 

  لَله أَنْ يَرْزُقَكَ وَلَدًاٱلَّ قَالَ تَتَزَوَّجُ أَنْتَ فَلَعَ 

カイスは言った。あなた自

身が結婚するのです。おそ

らく神は私のほかに 

  غَيْرِى
子供を授けられるでしょ

う。 

  لِكَ فِىَّ فَضْلَةٌ لِذ  قَالَ فَمَا 

父は言った。私にはその

余力はない。 

カイスは言った。 

  صْنَعْ ٱقَالَ فَدَعْنِى أَرْتَحِلُ عَنْكَ بِأَهْلِى وَ 

では、私に家族（妻）を連れ

て、あなたを離れて旅立た

せて下さい。 

  ذِهِ مَا كُنْتَ صَانِعًا لَوْ مِتُّ فِى عِلَّتِى ه  

そして、この病気で私が死

んでいたら、なさっていた

ことをして下さい。 

  ذِهِ قَالَ وَلََ ه  
父は言った。それもできな

い。 

  لُ عَنْكَ أَرْتَحِ وَ  قَالَ فَأَدَعُ لُبْنَى عِنْدَكَ 

カイスは言った。では私は

ルブナーをあなたのところ

において、私があなたを離 
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  أَسْلُوهَا فَإِنِّى مَا أُحِبُّ بَعْدَ أَنْ فَلَعَلِّى 

れて旅立ちます。おそらく

私は彼女のことを忘れるで

しょう。心が良くなった 

  طَيِّبَةً أَنَّهَا فِى خَيَالِىنَفْسِى تَكُونَ 

（気持ちが晴れた）後、彼

女が夢の中に現れることを

私は欲しません。 

   2أَرْضَى أَوْ تُطَلِّقَهَا قَالَ لََ 

父は言った。お前が彼女を

離婚するまで私は満足し

ない。 

  وَحَلَفَ لََ يَكُنُّهُ سَقْفُ بَيْتٍ أَبَدًا حَتَّى 
そして父は、カイスがルブ

ナーを離婚するまで決して 

  لُبْنَىلِّقَ يُطَ 
テントの屋根の下には入ら

ないと誓った。 

  لشَّمْسِ ٱفَكَانَ يَخْرُجُ فَيَقِفُ فِى حَرِّ 
父は外に出て太陽の熱の

中に立ち、カイスが来て、 

   قَيْسٌ فَيَقِفُ إِلَى جَانِبِهِ فَيُظِلُّهُ وَيَجِىءُ 
その横に立って、自分の

外套で父をその影に入れ、 

  لشَّمْسِ ٱوَيَصْلَى هُوَ بِحَرِّ بِرِدَاءِهِ 
彼自身は太陽の熱にさら

されていて、 

  فَيَنْصَرِفُ عَنْهُ وَيَدْخُلُ  لْفَىْءُ ٱ *يَفِىءُ حَتَّى 

やがて影が返ってくる（日

が落ちる）と、それからカイ

スは父のところを離れ 

  فَتُعَانِقُهُ وَيَبْكِى وَتَبْكِى إِلَى لُبْنَى فَيُعَانِقُهَا 

ルブナーのところに入っ

て、彼女を抱きしめ、彼女

も彼を抱きしめ、彼は泣き、 

  وَتَقُولُ لَهُ مَعَهُ 
彼女も彼と共に泣き、彼に

言うのだった。 

  فَتَهْلِكَ وَتُهْلِكَنِىيَا قَيْسُ لََ تُطِعْ أَبَاكَ 

カイス、父上の言うことを聞

かないで。さもないとあなた

は死に、私を死なせます。 

  أَحَدًا فِيكِ أَبَدًا  فَيَقُولُ مَا كُنْتُ لُِْطِيعَ 

そして彼は言うのだった。

私はお前のことでは決して

誰の言うことも聞かない。 

  سَنَةً وَقِيلَ إِنَّهُ أَقَامَ  لِكَ فَيُقَالُ إِنَّهُ مَكَثَ كَذ  
このようにして１年続いた

と言われ、また４０日 
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  لِكَ أَرْبَعِينَ يَوْمًا ثمَُّ طَلَّقَهَا عَلَى ذ  
そのようにして、その後、

離婚したとも言われる。 

 。これは正確ではない  ذَا لَيْسَ بِصَحِيحٍ وَه  

  وَقَالَ بَعْضُهُمْ إِنَّهُ سَمِعَ قَيْسَ بْنَ ذَرِيحٍ 
ある者が言うには、彼はカ

イス・ブン・ザリーフが 

  يَقُولُ لِزَيْدِ بْنِ سُلَيْمَانَ هَجَرَنِى أَبَوَاىَ فِى

ザイド・ブン・スライマーン

に次のように言うのを聞い

た。 

  لُبْنَى عَشَرَ سِنِينَ أَسْتَأْذِنُ عَلَيْهِمَا 

両親はルブナーのことで

私を１０年間勘当し、その

間私は２人に 

  حَتَّى طَلَّقْتُهَا 3فَيَرُدَّانِى

出入りの許可を願ったが、

２人は私を拒否し、とうとう

私は彼女を離婚した。 

  قَالُوا فَلَمَّا بَانَتْ لُبْنَى بِطَلََقِهِ إِيَّاهَا وَفَرَغَ 

人々が言うには、離婚でル

ブナーが去るとき、彼は

（離婚の）言葉を 

  سْتُطِيرَ عَقْلُهُ ٱلْكَلََمِ لَمْ يَلْبَثْ حَتَّى ٱمِنَ 
言い終わったとき、たちま

ち理性が飛ばされ、 

  لْجُنُونِ ٱوَذُهِبَ بِهِ وَلَحِقَهُ مِثْلُ 
失神し、狂気のようなもの

が彼にとりついた。 

  وَتَذَكَّرَ لُبْنَى وَحَالَهَا مَعَهُ فَأَسِفَ وَجَعَلَ 

彼はルブナーのこと、彼と

共にいた彼女の様子を思

い出して後悔し、 

  يَنْشِجُ أَحَرَّ نَشِيجٍ يَبْكِى وَ 
泣き出し、激しくすすり泣

いた。 

  لْخَبَرُ فَأَرْسَلَتْ إلَى أَبِيهَا لِيَحْتَمِلَهَاٱوَبَلَغَهَا 

その知らせが伝わると、彼

女は自分を連れ去るよう

父親に使いを送った。 

  نْقَضَتْ عِدَّتُهَاٱوَقِيلَ بَلْ أَقَامَتْ حَتَّى 

また、彼女は再婚が禁じら

れた期間が終わるまで留

まり、 

  وَقَيْسٌ يَدْخُلُ عَلَيْهَا 

カイスは彼女のところに出

入りしていたとも言われて

いる。 
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  فَأَقْبَلَ أَبُوهَا بِهَوْدَجٍ عَلَى نَاقَةٍ وَبِإِبِلٍ 
彼女の父親が雌ラクダに

乗せたラクダかごと彼女の 

  أَثاَثَهَا تَحْمِلُ 
家財を運ぶラクダの群れ

を連れてやって来た。 

  عَلَى جَارِيَتِهَالِكَ قَيْسٌ أَقْبَلَ فَلَمَّا رَأَى ذ  
カイスはそれを見たとき彼

女の侍女に近づいて 

  فَقَالَ وَيْحَكِ مَا دَهَانِى فِيكُمْ 

言った。忌々しい女め、お

前達がいながら、どうして

私はこんな目に会うのか。 

  فَقَالَتْ لََ تَسْأَلْنِى وَسَلْ لُبْنَى 

すると侍女は言った。私に

尋ねないで、ルブナーに尋

ねて下さい。 

  فَذَهَبَ لِيُلِمَّ بِخِبَائِهَا فَيَسْأَلَهَا

すると彼は行って、ルブナ

ーのテントに押し入って彼

女に尋ねようとした。 

  مْرَأَةٌ مِنْ قَوْمِهِ ٱفَمَنَعَهُ قَوْمُهَا فَأَقْبَلَتْ عَلَيْهِ 

彼女の一族が彼を制した。

彼の一族の女が彼に近づ

いて 

  فَقَالَتْ لَهُ مَا لَكَ وَيْحَكَ تَسْأَلُ كَأَنَّكَ 

言った。どうしたのです。

忌々しいことに、あなたは

まるで無知な者か、 

  أَوْ تَتَجَاهَلُ جَاهِلٌ 
無知を装っている者である

かのように、尋ねている。 

  للَّيْلَةَ أَوْ غَدًا ٱذِهِ لُبْنَى تَرْتَحِلُ ه  
このルブナーは今夜か明

日、出て行くのです。 

  مَغْشِيًا عَلَيْهِ لََ يَعْقِلُ فَسَقَطَ 
すると彼は失神し、理性を

失って、倒れた。 

  (لَْْغَانِىٱكِتَابُ )

（出典：『詩歌の書』但し、

伝承経路の省略など一部

編集されている） 

2 この َْأو はحَتّى などと置き換えられるもので、接続法が続く。 3 انٱنٱى د   。が正しい فَيَر 

* W.Wright, A Grammar of the Arabic Language ⅱ．29 D以下参照 

＊この後、２人はそれぞれ別の人と結婚した後、復縁したということです。 


